
 

漆
の
良
さ
と
価
値
を
広
く
知
ら
せ
る
た
め
に
、

一
念
発
起
し
ま
し
た
。
民
間
の
立
場
か
ら
漆
に
関

わ
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
決
し
て
漆
で
一
儲

け
し
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

民民民民
間間間間
のののの
立立立立
場場場場
でででで
広広広広
くくくく
活活活活
動動動動
しししし
たたたた
いいいい  

興
味
の
あ
る
分
野
で
起
業
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
私
の
場
合
、
漆
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
漆
の
道
を
天
職
と
感
じ
て
い
ま
す
。

   

漆
を
ペ
ン
や
車
の
ハ
ン
ド
ル
、
列
車
の
内
装
、

床
屋
さ
ん
の
ハ
サ
ミ
な
ど
に
使
用
す
る
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
規
制
」
の
流
れ
を
受
け
て
、

漆
は
世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

漆漆漆漆
のののの
道道道道
にににに
進進進進
んんんん
でででで  

漆
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

こ
の
道
を
一
緒
に
進
ん

で
く
れ
る
仲
間
が
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
のののの
シシシシ
ョョョョ
ッッッッ
ププププ

「「
株株
式式
会会
社社 

松松
沢沢
漆漆
工工
房房
」」 
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診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
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フフ
ァァ
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リリ
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ママ
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トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 
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第第１１００３３号号 

♪♪ 

明明
日日
とと
いい
うう
字字
はは
明明
るる
いい
日日
とと
書書
くく
のの
ねね
～～ 

そそ
んん
なな
唄唄
がが
昔昔
にに 

ああ
っっ
たた
とと
かか 

（（
アア
ンン
真真
理理
子子
「「
悲悲
しし
みみ
はは
駆駆
けけ
足足
でで
やや
っっ
てて
くく
るる
」」 

）） 

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
今今
はは 

 

アア
ンン
ママ
リリ
なな
世世
界界
だだ
・・
・・
・・ 

そそ
れれ
はは 

とと
にに
かか
くく 

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに 

ここ
のの
世世
でで
偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ
るる 

かか
もも
知知
れれ
なな
いい 

（（
ああ
るる
いい
はは 

出出
会会
ええ
なな
いい 

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
）） 

そそ
れれ
がが
分分
かか
るる
のの
はは 

そそ
んん
なな
人人
がが
眼眼
前前
にに
現現
わわ
れれ
たた 

そそ
のの
とと
きき 

そそ
んん
なな
人人
がが
現現
れれ
たた
とと
しし
たた
らら  

本本
当当
にに
シシ
アア
ワワ
セセ 

一一
生生
かか
かか
っっ
てて
もも
現現
れれ
なな
いい 

そそ
れれ
がが
普普
通通
らら
しし
いい
かか
らら 

目目
のの
前前
にに
現現
れれ
てて
くく
れれ
たた
のの
でで
すす
ねね
！！ 

そそ
れれ
がが
嬉嬉
しし
くく
嬉嬉
しし
くく
てて 

♪♪ 

まま
たた
明明
日日
をを
待待
っっ
てて
いい
るる
～～ 

ＡＡ
ｈｈ
～～ 

（（
ザザ
・・
イイ
エエ
ロロ
ーー
モモ
ンン
キキ
ーー 

「「 

ＪＪ
ＡＡ
ＭＭ 

」」 

）） 

 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

「「岩岩手手」」とといいうう字字はは 

「「若若手手」」にに似似てていいるる。。 

 

「「岩岩手手県県」」ででははななくく 

「「若若手手県県」」でですすねね。。 

小説「が丘ガール」に登場する雅彦君の雄姿  

縄文土偶のお面を手にして。 （Ｃ）Ｉ．Ｒ
（（高高松松・・上上田田・・桜桜台台・・青青山山・・本本宮宮ににはは配配布布さされれてていいまませせんん）） 

緑緑がが丘丘をを中中心心にに約約 77 千千 77 百百世世帯帯 にに無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

特特別別にに 材材木木町町・・三三ツツ割割地地区区一一部部 ににもも配配布布ししてていいまますす。。 

漆漆
でで
一一
儲儲
けけ
？？ 

代代表表取取締締役役 

松松沢沢卓卓生生ささんん 

盛盛岡岡市市津津志志田田西西 11--44--4433 
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第第 110033 回回 

株株式式会会社社 松松沢沢漆漆工工房房 

若
い
時
ほ
ど
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

最
近
、
輪
島
で
漆
塗
り
修
行
を
し
て
い
る
知
人

が
地
震
で
被
災
し
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
支
援
募
集
を
し
ま
し
た 

「「「「
うううう
るるるる
わわわわ
しししし
言言言言
のののの
葉葉葉葉
」」」」
企企企企
業業業業
組組組組
合合合合  

最
近
、
仲
間
と
共
に

「
う
る
わ
し
言
の
葉
」
企
業
組
合
を
設
立
し
ま
し

た
。
「
う
る
わ
し
」
も
「
言
の
葉
」
も
、
「
や
ま
と

こ
と
ば
」
か
ら
来
て
い
ま
す
。

魅
力
を
感
じ
て
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。

「
ウ
ル
シ
」
の
語
源
と
し
て
「
う
る
わ
し
」
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

企
業
組
合
制
度
は
、
個
人
の
創
業
を
応
援
す
る

制
度
で
す
。

事
業
者
や
勤
め
て
い

る
方
、
主
婦
な
ど
の
個

人
が
組
合
員
と
な
り
、

自
ら
の
働
く
場
を
創
造

す
る
組
織
で
す
。

自
由
に
経
営
を
進
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。

若若
いい
人人
にに
向向
けけ
たた
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ 

ププロロフフィィーールル 

盛岡市生まれ、滝沢育ち。盛岡三高、

岩手大学を卒業し、岩手県職員として

働きましたが、2009 年に退職し漆関

連事業で起業しました。漆は日本なら

ではの文化ですが、その魅力に気づい

ていない人が多いと思います。

漆に出会って人生が変わりました

し、これからも漆に関わり続けたいと

考えています。現在、海外展開を進め

ています。

世界的な金継ぎブームもあるので、

漆の普及のため更に努めていきます。

漆漆
のの
活活
用用
価価
値値
がが
高高
まま
るる 

企企
業業
組組
合合
とと
しし
てて
「「
緑緑
がが
丘丘
しし

んん
ぶぶ
んん
」」
をを
応応
援援 

 

個
人
事
業
者
や
会
社
員
が

組
合
事
業
に
従
事
し
、
組
合

が
一
つ
の
企
業
と
し
て
経
営

活
動
を
行
い
ま
す
。

「
う
る
わ
し
言
の
葉
企
業

組
合
」
で
本
を
出
版
し
た
り
、

ネ
ッ
ト
投
稿
を
載
せ
た
り
す

る
構
想
が
あ
り
ま
す
。

ううるるしし茶茶 
うるしの種をじっくり焙煎した香

ばしいお茶です。

岩手産のウルシの種をじっくりロ

ーストして挽いた、風味のあるほう

じ茶です。

かぶれの心配はありません。

森森星星ささんんがが手手掛掛けけるるブブラランンドドでで紹紹介介 

今今号号よよりり発発行行法法人人がが変変更更ととななりりままししたた。。 



緑緑がが丘丘しんぶん丘
（２）

第第１１55 回回  すすげげーー夜夜だだっったた 

夢夢ののよよううなな夜夜 

 

かかれれここれれ 3300 年年以以上上もも前前にに 

ししののぎぎをを削削っってていいたた 

ババンンドド野野郎郎達達ががＧＧＷＷでで 

店店ににややっってて来来たた。。 

 

１１９９９９２２年年ののポポススタターー。。 

みみんんなな、、ここここににいいたたんんだだ。。 

中ノ橋通で「ひねもすほっと茶屋」を経営されている吉田さんが

日々の想いを綴ってくれます。お楽しみに！

連連載載 

⌒⌒⊥⊥⌒⌒ゞゞ 

ひひねねももすす ほほっっとと茶茶屋屋 ささんんのの 
BB ll oo gg 

よよししだだ かかずずをを ささんん 

地地元元ミミュューージジシシャャンンとと

ししててはは「「草草分分けけ的的存存在在」」

とと言言わわれれてておおりりまますす。。 

長長年年、、中中津津川川べべりりフフォォ

ーーククジジャャンンボボリリーーのの実実行行

委委員員長長ににもも。。店店でではは、、昼昼

ののラランンチチはは私私がが調調理理ししまま

すす。。夜夜ののおお酒酒タタイイムムもも私私

ががややっってて、、午午後後のの「「おお茶茶

タタイイムム」」はは女女房房にに任任せせてて
休休憩憩ししてていいまますす。。 

ままっったたりり ブブロロググ 

今今夜夜、、『『ねねーー！！ ここののポポススタターーとと同同じじメメンンツツででままたたラライイブブややららなないい？？』』とと、、

素素敵敵なな提提案案。。 

 

よよっっししゃゃーーーーーー！！ 

ややっったたろろかか！！！！！！ 任任せせととけけ!!!!!!!!!! 

連連載載 劇作家くらもちひろゆきさんの脱力系のエッセー、
随時掲載します。お楽しみに！

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん のの 
そそここははそそれれ エエッッセセーー 

ｅｅｓｓｓｓａａｙｙ 

家家
のの
中中
にに
異異
次次
元元
にに
つつ
なな
がが
るる
トト
ンン
ネネ
ルル
がが
ああ
るる
んん

じじ
ゃゃ
なな
いい
かか
とと
疑疑
っっ
たた
ここ
とと
のの
ああ
るる
人人
はは
、、
案案
外外
多多
いい

のの
でで
はは
なな
いい
だだ
ろろ
うう
かか
？？ 

 

ああ
るる
はは
ずず
のの
もも
のの
がが
いい
つつ
のの
間間
にに
かか
なな
くく
なな
っっ
てて
いい

るる
。。
決決
しし
てて
なな
くく
なな
るる
よよ
うう
なな
もも
のの
でで
もも
なな
いい
大大
きき
ささ

のの
もも
のの
なな
のの
にに
、、
なな
ぜぜ
かか
なな
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
。。 

そそ
しし
てて
ああ
るる
日日
、、
そそ
んん
なな
もも
のの
がが
、、
ああ
るる
わわ
けけ
なな
いい

場場
所所
かか
らら
見見
つつ
かか
っっ
たた
りり
すす
るる
。。 

例例
ええ
ばば
、、
机机
のの
上上
でで
使使
っっ
てて
いい
たた
はは
ずず
のの
ペペ
ンン
ケケ
ーー

スス
がが
、、
なな
ぜぜ
かか
冷冷
蔵蔵
庫庫
のの
中中
かか
らら
見見
つつ
かか
っっ
たた
りり
すす
るる

ここ
とと
がが
ああ
るる
だだ
ろろ
うう
。。 

無無
いい
っっ
てて
？？ 

まま
ああ
そそ
うう
いい
うう
人人
もも
いい
るる
かか
もも
知知
れれ

なな
いい
がが
、、
財財
布布
がが
下下
着着
のの
間間
かか
らら
見見
つつ
かか
っっ
たた
りり
、、
めめ

がが
ねね
がが
本本
棚棚
のの
上上
かか
らら
見見
つつ
かか
っっ
たた
りり
すす
るる
人人
もも
いい
るる

だだ
ろろ
うう
。。
たた
ぶぶ
んん
。。 

劇劇作作家家、、演演出出家家、、「「架架空空のの

劇劇団団」」代代表表、、盛盛岡岡市市在在住住。。

日日本本劇劇作作家家協協会会東東北北支支部部長長

等等をを歴歴任任。。 

第第 1111 話話 

家家庭庭内内ブブララッッククホホーールル 

そそ
れれ
はは
、、
家家
庭庭
内内
にに
小小
ささ
なな
ブブ
ララ
ッッ
クク
ホホ
ーー
ルル
がが

ああ
っっ
てて
、、
なな
んん
かか
のの
拍拍
子子
にに
モモ
ノノ
をを
吸吸
いい
込込
んん
でで
しし

まま
うう
かか
らら
だだ
。。 

そそ
しし
てて
、、
別別
次次
元元
をを
通通
っっ
てて
小小
ささ
なな
ホホ
ワワ
イイ
トト
ホホ

ーー
ルル
かか
らら
、、
見見
つつ
かか
るる
場場
所所
へへ
吐吐
きき
出出
ささ
れれ
るる
のの
だだ
。。 

とと
まま
ああ
そそ
んん
なな
ここ
とと
をを
疑疑
いい
たた
くく
なな
るる
よよ
うう
なな
事事

例例
がが
いい
くく
つつ
かか
ああ
っっ
たた
わわ
けけ
だだ
。。 

とと
ここ
ろろ
がが
！！ 

ホホ
ワワ
イイ
トト
ホホ
ーー
ルル
がが
吐吐
きき
出出
しし
てて

くく
れれ
なな
いい
とと
きき
がが
ああ
るる
。。 

そそ
んん
なな
ここ
とと
がが
最最
近近
ああ
っっ
たた
。。 

なな
くく
なな
っっ
たた
のの
はは
「「
箸箸
箱箱
のの
フフ
タタ
」」。。
結結
構構
なな
大大
きき

ささ
でで
ああ
るる
。。 

箸箸
箱箱
のの
本本
体体
はは
ああ
るる
。。
中中
のの
箸箸
もも
ああ
るる
。。
フフ
タタ
だだ

けけ
がが
なな
くく
なな
っっ
たた
のの
だだ
。。 

紛紛
失失
のの
顛顛
末末
はは
ここ
うう
でで
ああ
るる
。。 

弁弁
当当
箱箱
とと
とと
もも
にに
箸箸
箱箱
をを
流流
しし
にに
置置
いい
てて
おお
いい

たた
。。
夕夕
食食
のの
食食
器器
とと
とと
もも
にに
カカ
ミミ
ささ
んん
がが
食食
洗洗
機機
にに

入入
れれ
、、
洗洗
いい
終終
わわ
っっ
てて
オオ
レレ
がが
片片
付付
けけ
始始
めめ
るる
とと
……

……
箸箸
箱箱
のの
フフ
タタ
がが
なな
いい
。。 

どど
うう
しし
てて
箸箸
箱箱
のの
本本
体体
とと
箸箸
はは
ああ
るる
のの
にに
、、
フフ
タタ

だだ
けけ
がが
なな
いい
のの
だだ
？？ 

食食
洗洗
機機
にに
そそ
れれ
らら
をを
設設
置置
すす
るる
とと
きき
にに
、、
うう
っっ
かか

りり
間間
違違
っっ
てて
置置
いい
てて
しし
まま
うう
可可
能能
性性
のの
ああ
るる
とと
ここ

ろろ
、、
ああ
るる
いい
はは
うう
っっ
かか
りり
落落
とと
しし
てて
しし
まま
いい
そそ
うう
なな

とと
ここ
ろろ
、、
なな
どど
をを
探探
すす
……
…… 

無無
いい
！！ 

そそ
んん
なな
ババ
カカ
なな
！！ 

 

一一
体体
どど
ここ
にに
箸箸
箱箱
のの
フフ
タタ
がが
雲雲
隠隠
れれ
すす
るる
とと
いい
うう

のの
だだ
？？ 

 

流流
しし
のの
下下
のの
引引
きき
出出
しし
やや
、、
ココ
ンン
ロロ
のの
下下
のの
引引
きき

出出
しし
、、
冷冷
蔵蔵
庫庫
もも
調調
べべ
たた
。。 

おお
よよ
そそ
考考
ええ
らら
れれ
るる
とと
ここ
ろろ
はは
全全
てて
探探
しし
てて
みみ
たた

のの
だだ
がが
、、
無無
いい
！！ 

 

一一
体体
どど
ここ
へへ
消消
ええ
たた
のの
だだ
？？ 

 

ここ
れれ
がが
恐恐
らら
くく
家家
庭庭
内内
ブブ
ララ
ッッ
クク
ホホ
ーー
ルル
でで
ああ

るる
。。 以以

前前
なな
くく
なな
っっ
てて
、、
まま
だだ
見見
つつ
かか
っっ
てて
いい
なな
いい
大大

物物
がが
ああ
るる
。。 

そそ
れれ
はは
「「
ナナ
イイ
フフ
」」
でで
ああ
るる
。。
ナナ
イイ
フフ
とと
言言
っっ
てて

もも
包包
丁丁
みみ
たた
いい
なな
ヤヤ
ツツ
でで
、、
スス
モモ
ーー
クク
ササ
ーー
モモ
ンン
とと

かか
切切
っっ
たた
りり
すす
るる
よよ
うう
なな
感感
じじ
のの
、、
長長
めめ
のの
スス
トト
レレ

ーー
トト
なな
ナナ
イイ
フフ
でで
ああ
るる
。。 

ここ
れれ
がが
なな
くく
なな
っっ
たた
のの
はは
何何
年年
前前
かか
忘忘
れれ
たた
のの
だだ

がが
、、
とと
にに
かか
くく
なな
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
のの
でで
ああ
るる
。。
そそ
しし

てて
いい
まま
だだ
にに
発発
見見
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
。。
そそ
れれ
とと
同同
様様
なな

ここ
とと
にに
なな
るる
のの
かか
？？ 

なな
くく
なな
っっ
たた
まま
まま
なな
のの
かか
？？ 

 

箸箸
箱箱
のの
フフ
タタ
よよ
、、
どど
ここ
へへ
消消
ええ
たた
のの
だだ
！！ 

オオ
レレ

はは
弁弁
当当
をを
持持
っっ
てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
いい
けけ
なな
いい
とと
きき
がが

ああ
るる
のの
だだ
。。 

そそ
んん
なな
数数
日日
後後
、、
オオ
レレ
はは
、、
昔昔
娘娘
がが
使使
っっ
てて
いい
たた

箸箸
箱箱
にに
自自
分分
のの
箸箸
をを
入入
れれ
てて
持持
っっ
てて
いい
っっ
たた
とと
ささ
。。 

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん 

読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。
悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ります。

第 21 話 寝落ち

丘 読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。
悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ります。

第 21 話 寝落ち

おおぉぉたたににぃぃ～～！！ 
大大谷谷選選手手のの動動画画をを見見ななががらら
寝寝落落ちちのの息息子子。。 

ううちちのの息息子子がが大大谷谷翔翔平平くくんんのの大大フファァンンだだとといいうう

ここととはは前前にに書書かかせせててももららっったたののでですすがが、、話話せせるる単単語語

がが増増ええたた息息子子はは、、保保育育園園でで「「おおぉぉたたにに～～」」以以外外ににもも

「「ややききゅゅうう」」「「ババッットト」」「「ホホーームムラランン」」ととよよくく言言っってて

いいるるそそううでですす。。ななののでで担担任任のの先先生生もも、、大大谷谷くくんんのの試試

合合ががああっったた次次のの日日はは「「大大谷谷くくんん昨昨日日勝勝っったたねね～～。。ホホ

ーームムラランン打打っったたねね～～」」ななどどとと声声ををかかけけててくくれれまますす。。 

「「新新聞聞紙紙遊遊びびををししてていいたたらら、、大大谷谷くくんんのの記記事事ががああっったた

ののでで切切りり取取っってて貼貼っっててみみたたんんでですす。。 

すすごごくく喜喜んんでで、、大大谷谷くくんんのの写写真真をを見見ななががらら給給食食ももモモリリ

モモリリ食食べべててくくれれままししたた。。」」ととののこことと。。優優ししいい先先生生ののおおかか

げげでで息息子子のの席席ががととててもも素素敵敵ににななっってていいままししたた。。 

園園児児がが多多いい中中、、先先生生たたちちもも忙忙ししななくく過過ごごししてていいるるこことととと

はは思思いいまますすがが息息子子のの好好ききななここととにに寄寄りり添添っっててくくれれてて、、ママママ

ははすすごごくく暖暖かかいい気気持持ちちににななっったたののででししたた。。 （（そそららママママ）） 

そそんんななああるる日日、、息息子子をを迎迎ええにに行行くくとと、、担担任任のの先先生生がが

「「おお母母ささんん、、見見ててくくだだささいい」」とと、、おお部部屋屋ににああるるテテーーブブ

ルルをを見見せせててくくれれままししたた。。座座るる場場所所がが決決ままっってていいるるよようう

ででテテーーブブルルににはは園園児児のの名名前前がが貼貼らられれてていいてて、、よよくく見見るる

とと、、息息子子のの名名前前のの下下ににはは大大谷谷くくんんのの写写真真がが！！ 

連載

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

早早
朝朝
出出
勤勤
のの
朝朝
、、 

緑緑
がが
丘丘
にに
向向
かか
うう 

途途
中中
でで
見見
つつ
けけ
まま
しし
たた
。。 

岩岩
手手
山山 

雲雲
をを
従従
ええ
てて 

キキ
レレ
イイ
でで
しし
たた
！！ 

 

（（
ＥＥ
・・
ＡＡ
）） 

つつ
ぶぶ
やや
きき
４４ 

（（
読読
者者
ささ
んん
かか
らら
、、
岩岩
手手
山山
のの
写写
真真
付付
きき
でで
届届
きき
まま
しし
たた
）） 

江江見見

え み

 真真 一一

まさかず

先先生生 

（（ＹＹＥＥＳＳパパソソココンン学学院院）） 

ここ
んん
にに
ちち
はは
、、
皆皆
ささ
んん
のの
おお
使使
いい
のの
パパ
ソソ
ココ

ンン
ははWW

ii
nn
dd
oo
wwss

でで
すす
かか
？？MM

aa
cc

でで
すす
かか
？？ 

パパ
ソソ
ココ
ンン
とと
言言
っっ
てて
もも
メメ
ーー
カカ
ーー
なな
りり
ＯＯ

ＳＳ
（（WW

ii
nn
dd
oo
wwss

ややMM
aa
cc

等等
））
様様
々々
なな
物物
がが
ああ
りり

まま
すす
。。
ここ
ここ
数数
年年
前前
まま
でで
はは
一一
般般
的的
にに
はは

WW
ii
nn
dd
ooww
ss

がが
主主
流流
、、
デデ
ザザ
イイ
ンン
なな
どど
のの
クク
リリ
エエ

イイ
テテ
ィィ
ブブ
なな
事事
をを
やや
らら
れれ
るる
方方
にに
ははMM

aa
cc

がが
人人

気気
でで
しし
たた
。。
大大
体体
そそ
のの
２２
種種
類類
がが
大大
半半
だだ
っっ
たた

のの
でで
すす
がが
、、
ここ
ここ
数数
年年CC

hh
rr
oo
mmee
BB
oo
ookk

とと
いい
うう

もも
のの
がが
登登
場場
しし
まま
しし
たた
。。 

CC
hh
rr
oo
mmee
bb
oo
ookk

はは
、、GG

oo
oo
ggll
ee

がが
開開
発発
しし
たた

「「CC
hh
rr
oo
mmee
 OO
SS

」」
とと
いい
ううOO

SS

をを
搭搭
載載
しし
たた
ノノ
ーー

トト
パパ
ソソ
ココ
ンン
でで
すす
。。WW

ii
nn
dd
ooww
ss

ややMM
aacc

とと
はは
異異

なな
りり
、、
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
接接
続続
をを
前前
提提
とと
しし
たた

設設
計計
でで
、、
起起
動動
速速
度度
がが
早早
くく
、、
動動
作作
もも
軽軽
快快
なな

のの
がが
特特
徴徴
でで
すす 

私私
のの
主主
観観
でで
すす
がが
、、
ワワ
ーー
ドド
やや
エエ
クク
セセ
ルル
なな

どど
をを
メメ
イイ
ンン
でで
使使
うう
方方
にに
ははCC

hh
rr
oo
mm
eeBB
oo
oo
kk

はは

不不
向向
きき
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
をを
楽楽
しし
んん
だだ
りり
、、GGoo

oo
gg
llee

系系
のの
アア
ププ
リリ
をを
使使
うう
方方
にに
はは
オオ
スス
スス
メメ
かか
もも

しし
れれ
まま
せせ
んん
。。 

 

第 14回ＰＰＰＰＣＣＣＣ・・・・ススススママママホホホホ  活活活活用用用用術術術術  技技あありり！！   

メメリリッットト～～起起動動がが速速いい。。ババッッテテリリーー持持ちちがが良良いい。。リリーーズズナナブブルルなな価価格格。。シシンンププ

ルルなな操操作作。。セセキキュュリリテティィ対対策策がが充充実実。。 

デデメメリリッットト～～ネネッットト環環境境がが無無いいとと不不便便。。WWiinnddoowwss やや MMaacc とと比比べべてて機機能能がが制制限限さされれ

てていいるる。。一一部部ののソソフフトトがが使使ええなないい。。ゲゲーームムににはは向向いいてていいなないい。。 

CChhrroommeeBBooookk（（ククロローームムブブッックク））ととはは？？ 



（3）
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、

先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第１１００００回回）） 

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 

（（ププロロフフィィーールル）） 
わわたたななべべ内内科科・・脳脳神神経経内内科科ククリリニニッックク
（（高高松松３３丁丁目目））院院長長。。長長年年ににわわたたりり、、
脳脳神神経経内内科科医医ととししてて診診療療ににたたずずささわわっっ
ててここらられれままししたた。。医医大大時時代代ははババイイオオリリ
ンンをを演演奏奏ししてておおらられれたたそそううでですす。。 

原原因因不不明明のの脳脳梗梗塞塞、、 
『『卵卵円円孔孔開開存存』』にによよるるももののかかもも！！？？ 

ママルルイイチチ 

上上
田田
方方
面面

北北上上川川 
夕夕
顔顔
瀬瀬
橋橋

盛盛岡岡駅駅方方面面 舘舘坂坂橋橋方方面面 

材材木木町町商商店店街街 

岩岩手手高高校校 
県県庁庁方方面面 

一一生生美美味味ししくく食食事事ががででききるるおお口口
のの健健康康をを提提供供ししてていいまますす 

ホホワワイイトトニニンンググのの特特長長

歯歯のの内内部部かからら白白くくししまますす

歯歯をを強強くくししななががらら白白くくししまますす 

飲飲食食制制限限ははあありりまませせんん

ここ
れれ
まま
でで
ママ
スス
クク
をを
しし
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
多多
かか
っっ
たた
とと
思思

いい
まま
すす
がが
、、
皆皆
ささ
んん
はは
ママ
スス
クク
をを
外外
しし
てて
大大
きき
くく
口口
をを
開開
けけ

るる
準準
備備
はは
出出
来来
てて
いい
まま
すす
かか
？？ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科
でで
はは
、、
ここ
のの
度度
、、
ホホ
ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン

ググ
シシ
スス
テテ
ムム
をを
新新
たた
なな
方方
法法
にに
変変
更更
しし
まま
しし
たた
。。 

新新
しし
いい
ホホ
ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン
ググ
はは
、、
歯歯
をを
強強
くく
しし
なな
がが
らら
白白
くく

すす
るる
、、
飲飲
食食
制制
限限
がが
なな
いい
等等
のの
ここ
れれ
まま
でで
とと
違違
っっ
たた
ホホ
ワワ
イイ

トト
ニニ
ンン
ググ
をを
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし

たた
。。 大大

きき
なな
おお
口口
をを
開開
けけ
てて
素素
敵敵
なな
笑笑
顔顔
でで
笑笑
ええ
るる
よよ
うう
にに

精精
一一
杯杯
ササ
ポポ
ーー
トト
ささ
せせ
てて
もも
らら
いい
まま
すす
。。
是是
非非
、、
新新
しし
いい
ホホ

ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン
ググ
をを
体体
験験
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

 

院院
長長 

中中
谷谷
寛寛
之之

素素
敵敵
なな
笑笑
顔顔
をを
作作
りり
まま
せせ
んん
かか
？？

2244 時時間間予予約約可可能能でですす 

hhttttppss::////zzmmtt--ddcc..ccoomm// 

駐駐車車場場有有 

我我がが国国ににおおけけるる脳脳梗梗塞塞のの発発症症者者はは年年間間 2200 万万人人ととももいいわわれれ、、医医

学学的的、、社社会会的的ににもも重重要要なな病病気気でですす。。 

脳脳梗梗塞塞はは一一般般にに加加齢齢変変化化、、動動脈脈硬硬化化、、高高血血圧圧、、糖糖尿尿病病、、不不整整

脈脈ななどどがが原原因因でで起起ここりりまますすがが、、卵卵円円孔孔開開存存（（心心臓臓のの中中にに穴穴がが開開

いいたた状状態態））がが原原因因ととななるる特特殊殊なな脳脳梗梗塞塞がが近近年年注注目目さされれてていいまますす。。

原原因因不不明明とと診診断断さされれたた脳脳梗梗塞塞、、実実はは卵卵円円孔孔開開存存がが原原因因かかももししれれ

まませせんん。。 

 

ららんんええんんここうう  かかいいぞぞんん  

＝＝ 心心臓臓のの中中にに穴穴がが開開いいたた状状態態 

卵卵
円円
孔孔
開開
存存
のの
検検
査査
とと
診診
断断 

「「
卵卵
円円
孔孔
開開
存存
」」
はは
、、
特特
殊殊
なな
方方
法法
をを
使使
っっ
たた
心心
臓臓
エエ
ココ
ーー
検検
査査

でで
行行
いい
まま
すす
。。 

血血
液液
とと
生生
理理
食食
塩塩
水水
とと
少少
量量
のの
空空
気気
をを
混混
ぜぜ
、、
極極
小小
のの
泡泡
をを
作作

りり
、、
静静
脈脈
かか
らら
右右
心心
房房
へへ
注注
入入
（（
ママ
イイ
クク
ロロ
ババ
ブブ
ルル
テテ
スス
トト
））
しし
、、

咳咳
をを
しし
たた
りり
、、
おお
腹腹
にに
力力
をを
入入
れれ
てて
いい
たた
だだ
きき
右右
心心
房房
のの
圧圧
力力
をを
高高

めめ
、、
心心
房房
中中
隔隔
をを
越越
ええ
てて
左左
心心
房房
にに
泡泡
がが
流流
入入
すす
るる
ここ
とと
がが
確確
認認
ささ

れれ
るる
とと
「「
卵卵
円円
孔孔
開開
存存
」」
とと
診診
断断
でで
きき
まま
すす
。。 

原原因因
・ ・

不不明明
・ ・

のの脳脳梗梗塞塞 ににつついいてて 

「「動動脈脈硬硬化化タタイイププ」」のの脳脳梗梗塞塞はは、、加加齢齢やや高高血血圧圧、、ココレレ

スステテロローールルがが高高いいここととやや糖糖尿尿病病、、喫喫煙煙ななどどがが原原因因とと言言わわ

れれてていいまますす。。 

「「不不整整脈脈タタイイププ」」のの脳脳梗梗塞塞はは、、心心房房細細動動（（心心臓臓ががけけいい

れれんんすするるよよううにに収収縮縮すするる不不整整脈脈））がが主主なな原原因因でですす。。 

ししかかしし、、色色々々なな検検査査をを行行ななっっててもも「「動動脈脈硬硬化化タタイイププ」」

「「不不整整脈脈タタイイププ」」にに分分類類ででききなないい「「原原因因のの不不明明なな脳脳梗梗塞塞」」

ががあありり、、脳脳梗梗塞塞全全体体のの 2255％％程程度度をを占占めめまますす。。 

特特殊殊なな方方法法をを使使っったた心心臓臓エエココーー検検査査でで「「原原因因のの不不明明なな

脳脳梗梗塞塞」」のの患患者者ささんんをを詳詳ししくく調調べべたたととこころろ、、約約半半数数にに卵卵

円円孔孔開開存存（（心心臓臓のの中中にに穴穴がが開開いいたた状状態態））がが認認めめらられれ、、新新

たたなな脳脳梗梗塞塞のの原原因因ととししてて注注目目さされれてていいまますす。。 

卵卵円円孔孔開開存存
らんえんこうかいぞん

ととはは 

心心臓臓はは右右心心房房、、左左心心房房、、右右心心室室、、左左心心室室のの４４つつのの部部屋屋にに分分かかれれてておおりり、、全全
身身にに血血液液をを送送りり出出すすポポンンププのの働働ききををししてていいまますす。。右右心心房房とと左左心心房房はは心心房房中中隔隔
とといいうう膜膜でで隔隔ててらられれてていいまますすがが、、胎胎児児のの時時ににはは心心房房中中隔隔にに「「卵卵円円孔孔」」とといいうう
小小ささなな穴穴がが開開いいてて、、母母親親かからら胎胎盤盤をを通通じじてて送送らられれててくくるる血血液液をを、、ここのの穴穴をを通通
っってて全全身身にに循循環環ささせせてていいまますす。。生生ままれれたた後後はは不不要要ととななるるたためめ、、自自然然にに閉閉じじてて
いいききまますす。。ししかかしし、、成成人人ににななっっててもも閉閉鎖鎖ししなないい場場合合ががししばばししばば見見らられれ、、健健康康
なな成成人人のの４４人人にに１１人人はは卵卵円円孔孔がが重重ななりり合合っったた状状態態でで開開存存ししたたままままででいいるるとと言言
わわれれてていいまますす。。ここのの成成人人ににななっっててもも卵卵円円孔孔がが完完全全にに閉閉じじ切切っってていいなないい状状態態をを
「「卵卵円円孔孔開開存存」」とと呼呼びびまますす。。卵卵円円孔孔開開存存ががああっっててもも通通常常血血液液のの漏漏れれははごごくく僅僅
かかでで、、心心臓臓のの症症状状がが現現れれるるここととははあありりまませせんん。。 
そそののたためめ卵卵円円孔孔開開存存はは心心臓臓のの病病気気ででははあありりまませせんん。。 

脳脳梗梗塞塞ととはは、、脳脳のの血血管管がが何何ららかかのの原原因因でで詰詰ままるるここととにによよ

りり脳脳のの組組織織にに血血液液がが正正常常にに運運ばばれれずず、、ややががてて脳脳細細胞胞がが死死にに

至至りり、、体体のの左左右右どどちちららかか半半分分のの運運動動麻麻痺痺やや感感覚覚障障害害、、意意識識

障障害害ななどどをを引引きき起起ここすす病病気気でですす。。 

血血管管のの詰詰ままりり方方ににはは大大ききくく分分けけてて二二通通りりあありり、、 

「「動動脈脈硬硬化化タタイイププ」」とと「「不不整整脈脈タタイイププ」」にに分分けけらられれまますす。。 

・・「「動動脈脈硬硬化化タタイイププ」」でではは、、動動脈脈硬硬化化（（老老化化現現象象をを起起ここ 

ししたた血血管管がが硬硬くくななっっててししままっったた状状態態））にによよりり脳脳のの血血管管 

がが徐徐々々にに細細くくななるるここととにによよりり比比較較的的緩緩徐徐にに脳脳梗梗塞塞をを 

生生じじまますす。。 

・・「「不不整整脈脈タタイイププ」」でではは、、不不整整脈脈（（脈脈ののリリズズムムがが乱乱れれるる 

こことと））にによよりり血血液液ががススムムーーズズにに流流れれずずううっっ滞滞ししてて、、心心 

臓臓のの中中にに血血栓栓（（血血ののかかたたままりり））ががででききややすすくくななりり、、ここ 

のの血血栓栓がが脳脳にに運運ばばれれ、、脳脳のの血血管管にに詰詰ままるるここととにによよりり突突 

然然にに脳脳梗梗塞塞をを生生じじまますす。。 

脳脳梗梗塞塞ととはは？？ 

卵卵
円円
孔孔
開開
存存
にに
よよ
るる
脳脳
梗梗
塞塞
にに
つつ
いい
てて 

通通
常常
のの
状状
態態
でで
はは
卵卵
円円
孔孔
開開
存存
がが
ああ
っっ
てて
もも
なな
んん
らら
問問
題題
はは
起起

ここ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
ああ
るる
特特
定定
のの
状状
況況
（（
おお
腹腹
にに
圧圧
力力
がが
かか
かか
るる
状状
況況
、、

咳咳
やや
排排
便便
なな
どど
））
でで
はは
右右
心心
房房
のの
圧圧
力力
がが
一一
時時
的的
にに
上上
がが
りり
、、
血血
液液

のの
漏漏
れれ
がが
起起
ここ
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

ここ
のの
時時
、、
下下
肢肢
なな
どど
のの
静静
脈脈
にに
血血
栓栓
がが
でで
きき
たた
場場
合合
にに
心心
臓臓
まま
でで

運運
ばば
れれ
てて
しし
まま
うう
とと
、、
右右
心心
房房
かか
らら
卵卵
円円
孔孔
をを
通通
過過
しし
てて
左左
心心
房房
にに

流流
れれ
込込
みみ
、、
更更
にに
脳脳
のの
血血
管管
にに
到到
達達
しし
てて
脳脳
梗梗
塞塞
をを
起起
ここ
しし
てて
しし
まま

いい
まま
すす
。。
ここ
のの
卵卵
円円
孔孔
開開
存存
にに
よよ
るる
特特
殊殊
なな
脳脳
梗梗
塞塞
はは
、、
一一
般般
的的
なな

脳脳
梗梗
塞塞
のの
危危
険険
因因
子子
（（
高高
血血
圧圧
、、
糖糖
尿尿
病病
、、
不不
整整
脈脈
なな
どど
））
をを
合合
併併

しし
なな
いい
原原
因因
のの
不不
明明
なな
脳脳
梗梗
塞塞
、、
特特
にに
若若
年年
成成
人人
のの
脳脳
梗梗
塞塞
のの
重重
要要

なな
原原
因因
とと
考考
ええ
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

卵卵
円円
孔孔
開開
存存
にに
よよ
るる
脳脳
梗梗
塞塞
のの
治治
療療 

従従
来来
かか
らら
再再
発発
予予
防防
のの
たた
めめ
にに
薬薬
物物
治治
療療
（（
アア
スス
ピピ
リリ
ンン
、、

ワワ
ーー
フフ
ァァ
リリ
ンン
なな
どど
血血
液液
をを
ささ
らら
ささ
らら
にに
すす
るる
薬薬
））
やや
、、
卵卵
円円

孔孔
をを
閉閉
じじ
るる
心心
臓臓
手手
術術
がが
行行
わわ
れれ
てて
きき
まま
しし
たた
がが
、、
薬薬
物物
療療
法法

でで
はは
長長
期期
間間
（（
一一
生生
涯涯
））
服服
用用
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
りり
再再
発発
率率
もも
高高

いい
ここ
とと
、、
心心
臓臓
手手
術術
でで
はは
体体
にに
かか
かか
るる
負負
担担
がが
大大
きき
いい
ここ
とと
がが

問問
題題
でで
しし
たた
。。 

近近
年年
カカ
テテ
ーー
テテ
ルル
（（
細細
いい
管管
））
をを
使使
用用
しし
てて
卵卵
円円
孔孔
開開
存存
をを

閉閉
鎖鎖
すす
るる
新新
しし
いい
治治
療療
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

治治
療療
はは
カカ
テテ
ーー
テテ
ルル
をを
介介
しし
てて
行行
わわ
れれ
るる
たた
めめ
心心
臓臓
手手
術術

のの
よよ
うう
にに
開開
胸胸
すす
るる
ここ
とと
なな
くく
低低
侵侵
襲襲
でで
すす
みみ
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
薬薬
剤剤
治治
療療
よよ
りり
もも
予予
防防
効効
果果
がが
高高
いい
ここ
とと
がが
証証
明明
ささ

れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

最最
後後
にに 

脳脳
梗梗
塞塞
はは
、、
原原
因因
にに
よよ
っっ
てて
治治
療療
法法
がが
異異
なな
りり
まま
すす
。。 

脳脳
梗梗
塞塞
のの
既既
往往
がが
ああ
るる
患患
者者
ささ
んん
でで
高高
血血
圧圧
、、
脂脂
質質
異異
常常

（（
ココ
レレ
スス
テテ
ロロ
ーー
ルル
がが
高高
いい
））、、
糖糖
尿尿
病病
、、
不不
整整
脈脈
なな
どど
のの
合合

併併
がが
なな
くく
「「
原原
因因
のの
不不
明明
なな
脳脳
梗梗
塞塞
」」
とと
診診
断断
ささ
れれ
たた
方方
、、
特特

にに
6600
歳歳
未未
満満
でで
脳脳
梗梗
塞塞
をを
発発
症症
ささ
れれ
たた
方方
はは
、、
卵卵
円円
孔孔
開開
存存

のの
有有
無無
にに
つつ
いい
てて
のの
診診
察察
をを
受受
けけ
るる
ここ
とと
をを
おお
勧勧
めめ
しし
まま
すす
。。 

★★hhttttpp::////wwwwww..ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..jjpp// 

現現在在、、ユユニニッットト型型個個室室はは 

早早めめのの入入居居がが可可能能でですす。。 

 
 入入居居者者募募集集中中 

 施施設設ケケアアママネネ 急急募募！！ 

施施設設ののケケアアママネネーージジャャーー 

私私たたちちとと働働ききまませせんんかか？？ 

入入居居相相談談はは 
☎☎ ００１１９９  

私私たたちちままでで

（（相相談談員員））外外川川、、吉吉田田、、外外久久保保ままでで

入入居居申申込込書書はは 
ホホーームムペペーージジかからら 

桜桜
台台
方方
面面 

・・松松園園寺寺 

白白百百合合 
学学園園 

松松
園園
団団
地地 

三三
ツツ
割割 

緑緑
がが
丘丘 

山山
岸岸
方方
面面 

旧旧県県営営 
野野球球場場 

ななののりりのの杜杜・・ 

杜杜22号号館館・・里里 

高高
松松
方方
面面 

介介護護・・看看護護職職員員  
同同時時募募集集中中！！ 

((６６６６５５)) １１３３１１００ 

おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい
いいつつででもも おお気気軽軽ににどどううぞぞ。。

随随時時 受受けけ付付けけてておおりりまますす。。 

５５床床 空空ききあありり 

※※夜夜勤勤可可能能なな常常勤勤のの介介護護職職員員、、 

オオンンココーールル可可能能なな常常勤勤のの看看護護職職員員にに限限りりまますす。。 

   
１１５５万万円円  

施 見設 学

今今なならら 入入職職祝祝いい金金

最最大大 支支給給！！



 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

ははりり灸灸 ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

往往診診ででききまますす。。 

不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、 

ごご相相談談くくだだささいい。。 

診診察察日日時時はは、、電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

FFoorrttuunnee（（フフォォーーチチュュンン）） 

ハハーートトカカララ――セセララピピーー 

アア
ネネ
ッッ
クク
スス 

カカ
ワワ
トト
クク
ささ
んん 

松松
園園
方方
面面
へへ 

緑緑がが丘丘 
郵郵便便局局ささんん

Ｐ

盛盛
岡岡
三三
高高 

高高
松松
方方
面面
へへ 

→→山山岸岸へへ 
香田幸子

メール sacchi.love.gackt@gmail.com

緑が丘 1-16-8

喫茶「グッドコーヒースタンド」内
おお名名前前とと生生年年月月日日かからら数数秘秘術術にによよりりハハーートト 

ナナンンババーーななどどををおお調調べべししまますす。。（（550000 円円）） 

天天然然石石ブブレレススレレッットト制制作作ははププララスス 22,,000000 円円～～33,,000000 円円 

開開催催日日：：毎毎週週木木曜曜 1133::0000～～1155::0000 

営営業業時時間間 1111：：0000～～1188：：0000 

定定休休日日 水水曜曜日日

2010 年ＨＩＫＡＲＩ
ＣＵＰグランプリ・
ジャーナル賞、2012
年ミルボン・デザイ
ナーズアビリティー
最高賞、2018 年ジャ
パンへアドレッシン
グ・アワード北海
道・東北エリア・ノ
ミネートなど。

ママイイククロロババブブルルににナナノノババブブルル、、色色々々ななシシャャワワーーをを聞聞いいたたこことと

ががあありりまますすよよねね。。効効果果ははあありりまますす。。 

間間違違いいななくくウウソソででははあありりまませせんん。。ししかかしし、、テテレレビビシショョッッピピンン

ググでで見見るるよよううなな油油性性ペペンンがが一一瞬瞬でで流流れれるるよよううなな効効果果をを、、人人間間のの

体体でで感感じじるるかかどどううかかはは別別のの話話でですす。。人人間間のの体体ははももっっとと複複雑雑でで繊繊

細細でですす（（笑笑））通通常常のの泡泡よよりりももももっっとと、、ももっっとと細細かかいい気気泡泡がが、、汚汚

れれやや油油分分をを取取りり除除いいててくくれれるるののはは間間違違いいあありりまませせんんののでで、、長長くく

使使っってていいるるううちちにに、、実実はは効効果果ががああっったたとと気気がが付付くくとと思思いいまますす。。 

ままたた、、節節水水のの効効果果ももあありりまますすののでで、、何何年年かか使使っってていいるるううちちにに

元元はは取取れれるるとと思思いいまますすよよ。。 

 

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

知知知知っっっったたたたらららら優優優優ししししくくくくししししちちちちゃゃゃゃうううう髪髪髪髪ののののこここことととと  

髪と頭皮と

私

中中舘舘 弥弥寿寿夫夫 ささんん 

第８６話 ババブブルルシシャャワワーーっっててどどううななのの？？ 

つつつつ
ぶぶぶぶ
やややや
きききき  

5555  

とと
ああ
るる
ササ
ウウ
ナナ
施施
設設

でで
のの
ここ
とと
。。 

「「
場場
所所
とと
りり
禁禁
止止
」」

のの
掲掲
示示
がが
ああ
るる
にに
もも
かか

かか
わわ
らら
ずず
、、
利利
用用
者者
のの

方方
がが
敷敷
物物
をを
置置
いい
たた

りり
、、
長長
時時
間間
、、
大大
声声
でで

しし
ゃゃ
べべ
りり
合合
うう
ここ
とと
もも

続続
きき
まま
しし
たた
。。 

スス
タタ
ッッ
フフ
のの
方方
にに
苦苦

情情
をを
伝伝
ええ
たた
もも
のの
のの
、、

改改
善善
のの
兆兆
しし
、、
無無
しし
。。 

世世
のの
中中
っっ
てて
、、
ここ
んん

なな
もも
のの
でで
しし
ょょ
うう
ネネ
。。 

そそ
れれ
でで
もも
利利
用用
しし
てて

いい
るる
自自
分分
がが
いい
るる
。。 

 
 

 

（（
匿匿
名名
希希
望望
）） 

氏氏名名、、住住所所をを明明記記ししてて下下ささいい。。 

メメーールルででのの応応募募ののみみををおお願願いいししまますす 

→→ iiwwaattee..mmiiddoorriiggaaookkaa@@ggmmaaiill..ccoomm 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん編編集集室室 宛宛 

つつつつぶぶぶぶややややきききき  募募募募集集集集  ！！！！  

採採用用さされれままししたたらら、、粗粗品品をを郵郵送送ししまますす。。 

周周
囲囲
かか
らら
愚愚
かか
者者
とと
呼呼
ばば
れれ 

皇皇
甫甫
謐謐
はは
三三
世世
紀紀
、、
三三
国国
時時
代代
のの
名名
医医
でで

すす
。。
元元
々々
はは
名名
家家
のの
出出
身身
でで
しし
たた
がが
、、
若若
いい
頃頃

はは
叔叔
母母
のの
家家
にに
預預
けけ
らら
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

当当
時時
のの
皇皇
甫甫
謐謐
はは
学学
問問
がが
嫌嫌
いい
でで
遊遊
んん
でで

ばば
かか
りり
でで
しし
たた
のの
でで
、、
周周
囲囲
かか
らら
愚愚
かか
者者
とと
呼呼

ばば
れれ
、、
馬馬
鹿鹿
にに
ささ
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

ここ
れれ
をを
見見
かか
ねね
たた
叔叔
母母
がが
皇皇
甫甫
謐謐
にに
説説
教教

しし
まま
しし
たた
。。 

「「
たた
とと
ええ
毎毎
日日
親親
のの
食食
卓卓
にに
牛牛
とと
羊羊
とと
豚豚

をを
並並
べべ
てて
養養
っっ
てて
もも
、、
ろろ
くく
にに
学学
問問
もも
しし
なな
いい

でで
遊遊
んん
でで
ばば
かか
りり
でで
はは
親親
不不
孝孝
とと
同同
じじ
だだ
。。
おお

前前
はは
縁縁
ああ
っっ
てて
私私
のの
とと
ここ
ろろ
でで
暮暮
らら
しし
てて
いい 

るる
がが
、、
ここ
ここ
はは
学学
問問
がが
でで
きき
るる
環環
境境
でで
はは
なな
いい

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。
そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
おお
前前
のの
甚甚
だだ

しし
いい
愚愚
かか
ささ
はは
何何
とと
いい
うう
ここ
とと
だだ
。。
ここ
れれ
かか
らら

はは
心心
をを
改改
めめ
てて
、、
身身
をを
修修
めめ
、、
学学
問問
にに
専専
念念
しし

なな
ささ
いい
。。」」 

叔叔
母母
にに
懇懇
々々
とと
諭諭
ささ
れれ
てて
皇皇
甫甫
謐謐
はは
涙涙
をを
流流

しし
、、
以以
後後
はは
心心
をを
改改
めめ
てて
学学
問問
にに
励励
みみ
まま
しし
たた
。。 

勉勉
学学
にに
打打
ちち
込込
んん
だだ
結結
果果 

しし
かか
しし
皇皇
甫甫
謐謐
はは
病病
弱弱
でで
、、
しし
ばば
しし
ばば
重重
いい

病病
気気
をを
わわ
ずず
らら
いい
、、
半半
身身
不不
随随
にに
近近
いい
状状
態態
でで

しし
たた
。。
ああ
るる
とと
きき
病病
弱弱
なな
自自
分分
をを
悲悲
観観
しし
てて
自自

殺殺
をを
図図
りり
まま
しし
たた
がが
、、
叔叔
母母
にに
強強
くく
諌諌
めめ
らら
れれ

てて
止止
めめ
たた
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
。。 

そそ
れれ
でで
もも
皇皇
甫甫
謐謐
がが
勉勉
学学
にに
打打
ちち
込込
んん
だだ
結結

果果
、、
名名
医医
とと
しし
てて
のの
評評
価価
はは
高高
くく
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

ああ
まま
りり
のの
名名
声声
にに
晋晋
のの
武武
帝帝
かか
らら
もも
再再
三三
にに

わわ
たた
っっ
てて
高高
官官
登登
用用
のの
詔詔
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
がが
、、

皇皇
甫甫
謐謐
はは
自自
分分
のの
病病
弱弱
をを
理理
由由
にに
全全
てて
断断
りり
まま

しし
たた
。。 

晩晩
年年
のの
皇皇
甫甫
謐謐
はは
穏穏
やや
かか
でで
心心
優優
しし
いい
人人
とと

なな
っっ
てて
皆皆
にに
慕慕
わわ
れれ
、、
最最
後後
はは
惜惜
しし
まま
れれ
つつ
つつ

六六
十十
八八
歳歳
でで
亡亡
くく
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

皇皇
甫甫
謐謐
はは
病病
とと
闘闘
いい
つつ
つつ
もも
、、
鍼鍼
灸灸
にに
関関
すす

るる
文文
献献
をを
まま
とと
めめ
てて
「「
鍼鍼
灸灸
甲甲
乙乙
経経
」」
をを
著著
しし

まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
はは
今今
でで
もも
鍼鍼
灸灸
治治
療療
学学
のの
重重
要要

なな
文文
献献
とと
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

 

 

第第 6666 話話  中中国国名名医医伝伝 1133（（皇皇甫甫謐謐 編編）） 

佐佐々々木木
さ さ き

 正正人人
まさひと

 先先生生 

鍼灸師 鍼灸ささき・院長。
高松で鍼灸治療院を開いて
います。岩手県トライアスロン
協会事務局長もされています。

佐々木先生のひとくちコラムム佐々木先生 ひひとくくちち ララ

東東洋洋医医学学のの話話 

体体ののパパワワーーススポポッットト 
ここううほほひひつつ 

中中谷谷寛寛之之 先先生生 

連連
載載 

子子子子
供供供供
のののの
虫虫虫虫
歯歯歯歯
のののの
治治治治
療療療療  

虫虫
歯歯
のの
治治
療療
にに
はは
ララ
ンン
クク
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

・・
軽軽
度度
のの
虫虫
歯歯
（（
ＣＣ
００
・・
ＣＣ
１１
・・
ＣＣ
２２
）） 

歯歯
のの
一一
部部
をを
削削
っっ
たた
りり
、、
シシ
ーー
ララ
ンン
トト
材材
（（
虫虫

歯歯
予予
防防
のの
たた
めめ
にに
汚汚
れれ
のの
たた
まま
りり
やや
すす
いい
歯歯
のの
溝溝

をを
埋埋
めめ
るる
もも
のの
））
なな
どど
をを
詰詰
めめ
たた
りり
しし
まま
すす
。。 

・・
中中
度度
かか
らら
重重
度度
のの
虫虫
歯歯
（（
ＣＣ
３３
・・
ＣＣ
４４
）） 

歯歯
のの
根根
（（
神神
経経
））
をを
治治
療療
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
りり
まま

すす
。。「「
乳乳
歯歯
だだ
かか
らら
、、
どど
うう
せせ
生生
ええ
変変
わわ
るる
かか
らら
」」

とと
放放
置置
せせ
ずず
、、
小小
児児
期期
のの
虫虫
歯歯
治治
療療
はは
しし
っっ
かか
りり

行行
なな
うう
よよ
うう
にに
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

子子子子
供供供供
のののの
虫虫虫虫
歯歯歯歯
のののの
予予予予
防防防防
法法法法  

・・
おお
家家
でで
でで
きき
るる
ここ
とと  

砂砂
糖糖
をを
含含
むむ
飲飲
食食
物物
をを
摂摂
るる
回回
数数
やや
量量
をを
減減
らら

しし
、、
ダダ
ララ
ダダ
ララ
とと
長長
時時
間間
食食
べべ
たた
りり
しし
なな
いい
。。
おお

やや
つつ
はは
、、
決決
まま
っっ
たた
時時
間間
にに
食食
べべ
ささ
せせ
るる
。。 

子子
供供
がが
歯歯
磨磨
きき
をを
しし
たた
後後
にに
、、
仕仕
上上
げげ
磨磨
きき
のの

ササ
ポポ
ーー
トト
をを
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。
特特
にに
、、
子子
供供
のの
虫虫
歯歯

がが
多多
くく
発発
生生
すす
るる
奥奥
歯歯
やや
新新
しし
くく
生生
ええ
たた
歯歯
をを
中中

心心
にに
磨磨
いい
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

・・
歯歯
科科
医医
院院
でで
でで
きき
るる
ここ
とと 

シシ
ーー
ララ
ンン
トト
やや
フフ
ッッ
素素
塗塗
布布
をを
行行
うう
ここ
とと
でで
、、

歯歯
をを
強強
化化
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。
まま
たた
、、
定定
期期

的的
にに
歯歯
科科
検検
診診
をを
受受
けけ
れれ
ばば
、、
虫虫
歯歯
をを
早早
期期
発発

見見
・・
早早
期期
治治
療療
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。 

（（ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科 

中中
谷谷 

寛寛
之之 

）） 

・・
乳乳
歯歯
はは
エエ
ナナ
メメ
ルル
質質
がが
少少
なな
いい 

乳乳
歯歯
にに
はは
虫虫
歯歯
菌菌
かか
らら
歯歯
をを
守守
るる
エエ
ナナ
メメ
ルル
質質

がが
少少
なな
いい
たた
めめ
、、
虫虫
歯歯
にに
なな
りり
やや
すす
いい
でで
すす
。。 

・・
家家
族族
かか
らら
虫虫
歯歯
菌菌
がが
感感
染染 

生生
まま
れれ
たた
ばば
かか
りり
のの
赤赤
ちち
ゃゃ
んん
のの
おお
口口
のの
中中
にに

はは
、、
虫虫
歯歯
のの
原原
因因
とと
なな
るる
ミミ
ュュ
ーー
タタ
ンン
スス
菌菌
はは
存存

在在
しし
まま
せせ
んん
。。
しし
かか
しし
、、
例例
ええ
ばば
、、
家家
族族
がが
赤赤
ちち

ゃゃ
んん
とと
おお
箸箸
やや
スス
ププ
ーー
ンン
をを
共共
有有
しし
たた
りり
すす
るる
ここ

とと
でで
、、
赤赤
ちち
ゃゃ
んん
のの
おお
口口
のの
中中
へへ
ミミ
ュュ
ーー
タタ
ンン
スス

菌菌
がが
移移
動動
しし
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

・・
歯歯
磨磨
きき
がが
上上
手手
にに
でで
きき
なな
いい 

子子
供供
はは
歯歯
ブブ
ララ
シシ
をを
握握
るる
力力
がが
強強
すす
ぎぎ
たた
りり
、、

同同
じじ
箇箇
所所
ばば
かか
りり
磨磨
いい
たた
りり
、、
奥奥
歯歯
にに
歯歯
ブブ
ララ
シシ

がが
届届
かか
なな
かか
っっ
たた
りり
なな
どど
、、
上上
手手
にに
歯歯
磨磨
きき
がが
でで

きき
まま
せせ
んん
。。
そそ
のの
たた
めめ
食食
べべ
カカ
スス
やや
歯歯
垢垢
がが
溜溜
まま

っっ
てて
、、
虫虫
歯歯
のの
原原
因因
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

・・
ダダ
ララ
ダダ
ララ
とと
間間
食食
をを
すす
るる 

砂砂
糖糖
をを
含含
むむ
飲飲
食食
物物
をを
ダダ
ララ
ダダ
ララ
とと
食食
べべ
るる
ここ

とと
でで
、、
長長
時時
間間
おお
口口
のの
中中
がが
酸酸
性性
にに
傾傾
いい
てて
、、
虫虫

歯歯
にに
なな
りり
やや
すす
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

 

豆豆
知知
識識 

歯歯歯歯
のののの
健健健健
康康康康  

第第
1166
回回 

子子子子
供供供供
のののの
虫虫虫虫
歯歯歯歯
のののの
原原原原
因因因因  

おおおお得得得得ななななググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンンやややや充充充充実実実実個個個個人人人人レレレレッッッッススススンンンン  eeeettttcccc…………  

おおおお気気気気軽軽軽軽ににににおおおお問問問問いいいい合合合合わわわわせせせせくくくくだだだだささささいいいい  

ＳＳＳＳｈｈｈｈａａａａｌｌｌｌｌｌｌｌ  ｗｗｗｗｅｅｅｅ  ダダダダンンンンスススス  ？？？？  

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

ＰＰ 

ママルルイイチチささんん 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす  定定休休日日：：日日曜曜日日 
月月～～金金  1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝  1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  ☎☎ 001199‐‐666644‐‐00006666 

☆☆☆☆  運運運運動動動動不不不不足足足足  解解解解消消消消  

☆☆☆☆  認認認認知知知知症症症症  予予予予防防防防  

☆☆☆☆  ススススポポポポーーーーツツツツととととししししてててて  

☆☆☆☆  子子子子供供供供かかかかららららシシシシニニニニアアアアままままでででで  みみみみんんんんななななでででで踊踊踊踊れれれれるるるる！！！！  

第６７話社社交交ダダンンススの話
））

第６７話社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社交社交社交交交交交交社交社交社交社社社社交社社社社交社交交交社交社交社交社交交交社交社交社交社交交交交交交交交交交社交社交社社社交社社社社社社交社社社社交社社交社交交交交社交社交社交社交交交交交交社交社交社交社交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンスススススススススススススススススススススススススススススの話

緑が丘でダンス教室を開いている「いわもちダンス・スタジオ」の

岩持さんによる社交ダンスにまつわるコラムです。

 ５５月月１１６６日日（（木木））、、緑緑がが丘丘児児童童セセンンタターー、、キキッッズズ☆☆社社交交ダダンンスス

ククララブブのの今今年年度度がが始始ままりりままししたた。。 

 ククララブブのの活活動動はは木木曜曜日日のの隔隔週週でですす。。今今年年度度もも、、「「セセンンタターーままつつ

りり」」ややククリリススママスス会会でで発発表表すするる予予定定でですす。。 

 今今年年新新たたにに２２年年生生２２名名がが加加わわりり、、１１００名名ででススタターートト。。 

ダダンンススをを見見たたここととががなないい児児童童ががいいたたののでで、、ままずずはは、、昨昨年年度度練練習習

ししててききたたジジルルババととチチャャチチャャチチャャををみみんんななでで踊踊りりままししたた。。 

音音楽楽がが聞聞ここええるるととすすぐぐにに、、近近くくののおお友友達達とと手手ををととりり踊踊りり始始めめまま

ししたた。。 ささすすががでですす！！ 

 
見見てていいたた児児童童かかららはは、、「「踊踊れれててすすごごいい！！」」、、「「自自分分もも踊踊れれるるよよううにになりたい！」

とと感感想想をを頂頂ききままししたた。。 

今今年年もも、、みみんんななでで楽楽ししくく踊踊っってていいききたたいいでですすねね。。 

ココロロナナややネネッットトのの普普及及にによよりり希希薄薄ににななっってていいくく「「人人とと人人ととののつつながり」を

大大切切ににししたたいいとと思思っってていいまますす。。 

りたい！」

ながり」を

緑緑がが丘丘児児童童セセンンタターー 

キキッッズズ☆☆社社交交ダダンンススククララブブ 

今今今今年年年年度度度度  ススススタタタターーーートトトトでででですすすす！！！！ 

ダダンンススはは、、手手ををととりり踊踊るるここととでで 

心心とと身身体体をを育育ててまますす！！！！ フフェェザザンンヌヌ 
（公式キャラクター）

““““手手手手ををををつつつつななななぐぐぐぐ  気気気気持持持持ちちちち  つつつつたたたたわわわわるるるる  笑笑笑笑顔顔顔顔  ひひひひろろろろががががるるるる”””” 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

ゴゴーールデンウイークも終わり、、大大人人もも子子どどもももも、、いいささささかか疲疲れれ気気味味ななここ

のの頃頃でですす。。 

我我がが家家のの次次男男、、県県外外のの大大学学かからら、、ここのの連連休休、、一一週週間間ほほどど帰帰省省ししてていいききまま

ししたた。。帰帰りりたたくくななささそそううにに帰帰っってていいっったた息息子子をを見見送送りり、、心心ににすすききまま風風がが吹吹

いいてていいたた今今週週。。 

息息子子かかららははそそのの後後、、何何のの連連絡絡ももなないいののでで、、昨昨夜夜電電話話ししててみみままししたた。。 

そそししたたらら・・・・・・ 

電電話話口口かからら聴聴ここええててくくるる音音・・・・・・周周りりがが、、ややけけににガガヤヤガガヤヤ、、ガガヤヤガガヤヤ・・・・・・ 

『『どどううししたた？？？？』』 

「「いいやや、、元元気気かかとと思思っっててささ」」電電話話口口ででのの私私のの問問いいかかけけ・・・・・・ 

 

『『今今、、友友達達ととカカララオオケケにに来来ててたたののささ。。大大丈丈夫夫、、元元気気だだかからら。。じじゃゃああねね！！』』 

息息子子のの返返事事。。 

・・・・・・元元気気ででししたた・・・・・・

。

（５）

緑が丘で保険代理店を経営している佐藤晴紀さん

の会社のみなさんの日々の出来事を紹介します。

第第 110033 話話 親親のの心心子子知知ららずず 

ほほんんわわかか・・・・・・ 

ルデンウイークも終わり

家家族族日日記記 
 

連載

写写
真真
展展 

のの
おお
知知
らら
せせ 

毎号「神写真」を寄せてくださっている小坂さんから

連絡がありましたので掲載します。（編集室）

７７月月 11 日日～～８８月月 3311 日日 
99：：0000～～1177：：0000 

網網張張ビビジジタターーセセンンタターー 

hhttttpp::////aammiihhaarrii1177..eecc--nneett..jjpp 

「「「「網網網網張張張張周周周周辺辺辺辺のののの四四四四季季季季折折折折々々々々のののの風風風風景景景景」」」」展展展展  

降臨    霧の朝、陽射しが光芒となりドラマチックな光景でした。小坂（C）

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

第 39 回HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さん、このたび、「終活カウンセラー」
の資格を取得されました。これを機に、コラムを一新しました。 （編集室）

。

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さん、このたび、「終活カウンセラー
の資格を取得されました。これを機に、コラムを一新しました。 （編集室）連連載載 

確確
かか
にに
そそ
のの
類類
のの
話話
はは
頂頂
戴戴
しし
まま
すす 

今今
月月
はは
補補
聴聴
器器
をを
購購
入入
しし
てて
使使
いい
たた
いい
とと

おお
考考
ええ
のの
方方
にに
向向
けけ
たた
内内
容容
でで
すす
。。
実実
際際
のの
購購

入入
のの
際際
のの
一一
つつ
のの
参参
考考
にに
しし
てて
いい
たた
だだ
けけ
たた

らら
嬉嬉
しし
いい
でで
すす
。。 

読読
者者
のの
方方
のの
中中
にに
はは
、、
既既
にに
使使
っっ
てて
いい
るる
方方

のの
話話
とと
しし
てて
「「
使使
ええ
なな
いい
とと
場場
面面
とと
ケケ
ーー
スス
がが

ああ
るる
とと
不不
満満
なな
点点
」」
にに
つつ
いい
てて
見見
聞聞
きき
しし
てて
いい

るる
場場
合合
もも
ああ
るる
かか
とと
存存
じじ
まま
すす((

皆皆
がが
皆皆
でで
はは

無無
いい
にに
しし
てて
もも
、、
自自
分分
もも
不不
安安
にに))

。。 

結結
論論
かか
らら
申申
しし
上上
げげ
るる
とと
「「
完完
璧璧
でで
はは
なな
いい

((

何何
とと
比比
べべ
てて
？？==

若若
かか
りり
しし
頃頃
・・
健健
聴聴
時時
・・
同同

等等))

」」。。
しし
かか
しし
だだ
かか
らら
とと
言言
っっ
てて
「「
約約
にに
立立
たた

なな
いい
？？
様様
子子
見見
」」
とと
ああ
なな
たた
がが
判判
断断
、、
思思
考考
停停

止止
すす
るる
のの
もも
考考
ええ
物物
。。 

理理
由由
はは
問問
題題
解解
決決
しし
てて
いい
なな
いい
、、
先先
延延
ばば
しし

にに
過過
ぎぎ
なな
いい
かか
らら
。。 

どど
うう
いい
うう
手手
順順
がが
妥妥
当当
なな
のの
？？ 

 

ここ
のの
点点
をを
「「
はは
じじ
めめ
にに
頭頭
にに
入入
れれ
るる
」」
事事
がが
重重
要要

にに
なな
っっ
てて
きき
まま
すす
。。 

具具
体体
的的
にに
はは
医医
師師
にに
よよ
るる
「「
病病
名名
・・
診診
断断((

治治
療療))

」」

とと
実実
際際
のの
補補
聴聴
器器
体体
験験
。。 

難難
聴聴
とと
診診
断断
ささ
れれ
たた
場場
合合
のの
病病
名名
はは
大大
きき
くく
分分

けけ
てて
３３
つつ
。。 

１１ 

伝伝
音音
性性
難難
聴聴((

比比
較較
的的
補補
聴聴
器器
のの
効効
果果
がが
出出

やや
すす
いい
とと
言言
わわ
れれ
るる))

 

２２ 

感感
音音
性性
難難
聴聴((

補補
聴聴
器器
をを
使使
用用
しし
てて
もも
聞聞
きき

取取
りり
がが
困困
難難
なな
ケケ
ーー
スス
もも))

 

３３ 

混混
合合
性性
難難
聴聴((

１１
．．
２２
のの
両両
方方
がが
起起
ここ
っっ
てて

いい
るる
難難
聴聴))

にに
分分
けけ
らら
れれ
るる
よよ
うう
でで
すす
。。 

補補
聴聴
器器
はは
難難
聴聴
をを
治治
すす
やや
戻戻
すす
訳訳
でで
はは
無無
いい
ここ

とと
はは
常常
々々
おお
話話
しし
しし
てて
来来
たた
訳訳
でで
、、
対対
症症
療療
法法
的的
？？

なな
意意
味味
合合
いい
もも
持持
つつ
商商
品品
でで
もも
ああ
るる
とと
考考
ええ
てて
はは
どど

うう
でで
しし
ょょ
うう
。。 

医医
療療
器器
具具
でで
ああ
るる
補補
聴聴
器器
にに
関関
しし
てて
はは
医医
師師
にに

よよ
るる
適適
合合
診診
断断
がが
先先
にに
必必
要要
でで
ああ
るる
商商
品品
とと
認認
識識
しし

てて
頂頂
けけ
たた
らら
嬉嬉
しし
いい
でで
すす
。。 

 
 

そそ
のの
後後
、、
発発
行行
ささ
れれ
るる
紹紹
介介
状状
にに
沿沿
いい
、、
言言
語語
聴聴

覚覚
士士
やや
認認
定定
技技
能能
者者((

店店))

とと
いい
うう
考考
ええ
をを
持持
つつ
。。 

  

ああ
なな
たた
はは
どど
うう
考考
ええ
てて
生生
きき
るる
のの
かか 

 
 

実実
際際
、、
補補
聴聴
器器
とと
しし
てて
のの
特特
徴徴
をを
よよ
くく
ごご
理理
解解
いい
たた

だだ
きき
使使
っっ
てて
いい
たた
だだ
くく
信信
頼頼
関関
係係
のの
上上
でで
当当
店店
利利
用用

のの
おお
客客
様様
でで
ああ
っっ
たた
とと
しし
てて
もも
深深
堀堀
すす
るる
とと
「「
もも
うう
少少

しし
？？
もも
うう
ちち
ょょ
っっ
とと
」」
とと
いい
っっ
たた
ごご
希希
望望
やや
望望
みみ((

欲欲))

のの
おお
話話
はは
頂頂
戴戴
すす
るる
もも
のの
でで
、、
私私
もも
長長
年年
ここ
のの
業業
界界
にに

携携
わわ
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
がが
「「
おお
客客
様様
のの
そそ
のの
思思
いい((

なな
んん

とと
かか))

」」
とと
「「
切切
なな
ささ
へへ
のの
共共
感感
」」
はは
今今
もも
一一
切切
変変
わわ

りり
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

程程
度度
のの
差差
ここ
そそ
ああ
れれ
「「
助助
かか
るる
点点
・・
助助
かか
るる
場場
面面
」」

をを
小小
ささ
くく
てて
もも
在在
るる
事事
とと
しし
有有
難難
いい
とと
感感
じじ
てて
使使
うう

のの
かか
、、
そそ
れれ
でで
もも
無無
いい
事事
・・
出出
来来
なな
いい
・・
叶叶
わわ
なな
いい
とと

しし
てて((

過過
去去
とと
比比
較較))

過過
去去
にに
軸軸
足足
をを
置置
いい
たた
まま
まま
今今

をを
なな
いい
がが
しし
ろろ
にに
しし
てて
生生
きき
るる
のの
かか
でで
はは
、、
そそ
のの
言言
動動

とと
評評
価価
はは
まま
っっ
たた
くく
異異
なな
っっ
てて
くく
るる
とと
私私
はは
考考
ええ
てて

いい
まま
すす((

私私
自自
身身
のの
生生
きき
方方
にに
もも
言言
ええ
るる))

。。 

先先
のの
方方
のの
補補
聴聴
器器
にに
対対
すす
るる
評評
価価
、、
間間
違違
いい
なな
くく
ああ

るる
ここ
とと
のの
一一
つつ
でで
すす
。。 

第第８８話話 補補聴聴器器をを使使っっててもも聞聞きき取取れれなないい事事ににつついいてて。。 

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出

身身。。現現在在、、高高松松にに奥奥様様とと

娘娘ささんん、、保保護護猫猫７７匹匹((内内２２

匹匹障障害害あありり))ととおお住住ままいい
でですす。。 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

ププロロがが語語るる補補補補聴聴聴聴器器器器おおよよびび終終終終活活活活へへのの想想いい 

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が
素晴らしい」という意味です。あるときは庭の花を愛で、
あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」にな
ぞらえて、高前田博子さんが綴ってくれます。（編集室）日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日 

  

））

連連載載 

高高前前田田 博博子子ささんんのの 「「想想いい出出エエッッセセーー」」 
第第 4411 話話  年年輪輪

場場
末末
のの
酒酒
場場
がが
ああ
るる
。。
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
他他
にに
数数
十十
人人
入入
るる
座座
敷敷

がが
ああ
りり
、、
そそ
ここ
そそ
ここ
繁繁
盛盛
しし
てて
いい
たた
。。 

常常
連連
客客
はは
出出
張張
のの
折折
にに
菓菓
子子
なな
どど
のの
手手
土土
産産
をを
下下
げげ
てて
来来
てて
くく

れれ
るる
。。
不不
思思
議議
なな
ここ
とと
にに
若若
いい
女女
性性
がが
ふふ
らら
りり
とと
来来
てて
カカ
ウウ
ンン
タタ

ーー
にに
座座
りり
従従
業業
員員
にに
なな
っっ
たた
。。 

ユユ
カカ
リリ
もも
そそ
うう
だだ
っっ
たた
。。 

店店
主主
のの
私私
はは
名名
前前
をを
尋尋
ねね
たた
位位
でで
彼彼
女女
はは
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
中中
にに

立立
っっ
たた
。。
ほほ
っっ
そそ
りり
とと
しし
たた
顔顔
にに
ボボ
ブブ
のの
髪髪
型型
がが
似似
合合
っっ
てて
いい
たた
。。

切切
れれ
長長
でで
知知
的的
なな
目目
差差
だだ
っっ
たた
。。 

ええ
くく
ぼぼ
がが
チチ
ャャ
ーー
ミミ
ンン
ググ
でで
、、
自自
称称
二二
十十
だだ
。。
彼彼
女女
にに
つつ
いい
てて

知知
りり
たた
いい
ここ
とと
はは
沢沢
山山
ああ
っっ
たた
。。
家家
族族
のの
ここ
とと
、、
出出
身身
地地
のの
ここ
とと
、、

職職
歴歴
なな
どど
をを
口口
にに
出出
ささ
ずず
にに
、、
ぐぐ
っっ
とと
飲飲
みみ
込込
んん
だだ
。。 

彼彼
女女
はは
無無
類類
のの
読読
書書
好好
きき
だだ
っっ
たた
。。
客客
がが
途途
切切
れれ
るる
とと
仄仄
暗暗
いい

カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
片片
隅隅
でで
、、
いい
つつ
もも
文文
庫庫
本本
をを
広広
げげ
てて
いい
たた
。。
私私
はは

調調
理理
場場
でで
料料
理理
のの
仕仕
込込
みみ
だだ
っっ
たた
。。
棚棚
のの
一一
枚枚
でで
もも
、、
ボボ
トト
ルル
一一

本本
でで
もも
拭拭
いい
てて
くく
れれ
れれ
ばば
いい
いい
とと
思思
うう
。。
読読
書書
にに
熱熱
中中
すす
るる
ああ
まま

りり
客客
がが
来来
てて
もも
気気
付付
かか
なな
いい
ここ
とと
もも
ああ
るる
。。 

私私
はは
やや
きき
もも
きき
すす
るる
。。
娘娘
ほほ
どど
年年
のの
違違
うう
ユユ
カカ
リリ
をを
叱叱
るる
気気
にに

はは
なな
らら
なな
いい
。。 

常常
連連
客客
はは
皆皆
いい
いい
人人
達達
でで 

「「
よよ
っっ
。。
文文
学学
少少
女女
」」
とと
ユユ
カカ
リリ
をを
茶茶
化化
すす
。。 

彼彼
女女
はは
申申
しし
訳訳
なな
ささ
そそ
うう
にに
本本
をを
閉閉
じじ
るる
。。 

客客
はは
自自
分分
のの
オオ
ーー
ダダ
ーー
とと
同同
時時
にに
彼彼
女女
にに
もも
勧勧
めめ
るる
。。
彼彼
女女
はは

客客
のの
隣隣
にに
ちち
ょょ
ここ
んん
とと
座座
りり
相相
手手
をを
すす
るる
。。
口口
数数
はは
少少
なな
くく
聴聴
きき

上上
手手
だだ
っっ
たた
。。
微微
かか
にに
首首
をを
傾傾
げげ
、、
相相
のの
手手
をを
入入
れれ
たた
。。 

「「
へへ
ええ
ーー
。。
そそ
うう
。。
ふふ
ふふ
んん
……
」」 

言言
葉葉
少少
なな
でで
かか
なな
りり
エエ
ココ
だだ
。。
そそ
れれ
でで
もも
客客
はは
満満
足足
げげ
だだ
っっ
たた
。。 

座座
敷敷
でで
のの
宴宴
会会
のの
とと
きき
はは
助助
かか
っっ
たた
。。
客客
のの
ググ
ララ
スス
のの
飲飲
みみ
物物

がが
少少
なな
くく
なな
るる
とと
ささ
っっ
とと
酌酌
をを
取取
っっ
たた
。。 

座座
をを
持持
てて
余余
しし
てて
いい
るる
客客
のの
かか
たた
側側
にに
座座
りり
話話
しし
かか
けけ
たた
。。 

温温
泉泉
旅旅
館館
でで
中中
居居
でで
もも
しし
てて
いい
たた
のの
かか
、、
料料
亭亭
のの
おお
嬢嬢
ささ
んん
かか
、、

なな
どど
とと
いい
ろろ
いい
ろろ
考考
ええ
たた
。。 

詮詮
策策
はは
禁禁
物物
とと
私私
はは
自自
分分
にに
言言
いい
聞聞
かか
せせ
たた
。。 

そそ
うう
ここ
うう
しし
てて
いい
るる
うう
ちち
にに
半半
年年
がが
過過
ぎぎ
たた
。。 

ユユ
カカ
リリ
はは
買買
いい
物物
にに
行行
くく
とと
、、
ふふ
らら
りり
とと
出出
かか
けけ
たた
。。 

そそ
れれ
っっ
きき
りり
だだ
っっ
たた
。。 

働働
いい
てて
いい
るる
女女
性性
がが
無無
断断
でで
休休
むむ
ここ
とと
がが
ああ
るる
のの
でで
気気
にに
留留
めめ

なな
かか
っっ
たた
。。 

ここ
んん
なな
ここ
とと
もも
ああ
ろろ
うう
かか
とと
給給
料料
はは
日日
払払
いい
だだ
っっ
たた
のの
でで
良良
かか

っっ
たた
。。 

一一
ヶヶ
月月
がが
過過
ぎぎ
たた
。。 

なな
んん
のの
トト
ララ
ブブ
ルル
もも
なな
かか
っっ
たた
のの
にに
、、
なな
ぜぜ
突突
然然
いい
なな
くく
なな
るる

のの
だだ
ろろ
うう
。。 

別別
れれ
のの
言言
葉葉
をを
言言
いい
出出
すす
のの
がが
辛辛
いい
。。 

引引
きき
止止
めめ
らら
れれ
やや
しし
なな
いい
かか
。。
脳脳
天天
気気
なな
私私
はは
勝勝
手手
にに
都都
合合
よよ

くく
考考
ええ
たた
。。 

荷荷
物物
をを
のの
ぞぞ
いい
てて
みみ
るる
とと
数数
枚枚
のの
下下
着着
とと
本本
だだ
けけ
だだ
っっ
たた
。。 

「「
暗暗
殺殺
のの
年年
輪輪
」」
とと
いい
うう
タタ
イイ
トト
ルル
がが
目目
にに
入入
っっ
たた
。。
暗暗
殺殺
とと
年年

輪輪
のの
組組
みみ
合合
わわ
せせ
がが
意意
表表
をを
つつ
いい
たた
。。
本本
はは
ユユ
カカ
リリ
にに
とと
っっ
てて
ナナ

イイ
トト
キキ
ャャ
ッッ
ププ
（（
寝寝
酒酒
））
でで
ああ
りり
、、
睡睡
眠眠
剤剤
のの
ババ
ルル
ビビ
タタ
ーー
ルル
だだ

っっ
たた
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。
項項
をを
捲捲
くく
るる
とと
なな
かか
なな
かか
面面
白白
いい
。。 

 

武武
家家
のの
話話
だだ
。。
主主
人人
公公
のの
葛葛
西西
馨馨((

けけ
いい))

之之
介介
のの
父父
がが
藩藩
のの
重重

臣臣
、、
嶺嶺
岡岡
兵兵
庫庫
のの
暗暗
殺殺
にに
失失
敗敗
しし
横横
死死
しし
たた
。。
母母
がが
息息
子子
のの
馨馨
之之

介介
のの
命命
乞乞
いい
をを
しし
兵兵
庫庫
にに
体体
をを
預預
けけ
るる
。。
成成
長長
しし
たた
息息
子子
にに
知知
らら

れれ
自自
害害
すす
るる
。。
最最
後後
はは
馨馨
之之
介介
がが
兵兵
庫庫
をを
殺殺
すす
。。
兵兵
庫庫
をを
巡巡
っっ
てて

父父
母母
がが
死死
ぬぬ
。。
殺殺
伐伐
とと
しし
たた
物物
語語
のの
中中
にに
主主
人人
公公
をを
愛愛
すす
るる
女女
達達

がが
いい
るる
。。 

 

若若
いい
娘娘
だだ
とと
思思
っっ
てて
いい
たた
ユユ
カカ
リリ
がが
ここ
んん
なな
渋渋
いい
本本
をを
読読
んん
でで

いい
たた
のの
かか
とと
驚驚
いい
たた
。。
作作
者者
はは
藤藤
沢沢
周周
平平
だだ
。。
初初
期期
のの
作作
品品
でで
ちち

ょょ
っっ
とと
趣趣
きき
がが
違違
いい
、、
暗暗
いい
とと
感感
じじ
たた
。。
私私
もも
藤藤
沢沢
作作
品品
はは
好好
きき

だだ
がが
読読
むむ
のの
はは
市市
井井
物物
がが
多多
いい
。。 

 

ふふ
らら
りり
とと
店店
にに
来来
てて
働働
きき
、、
突突
然然
いい
なな
くく
なな
っっ
たた
ユユ
カカ
リリ
はは
本本

のの
女女
性性
達達
のの
よよ
うう
にに
訳訳
ああ
りり
かか
とと
気気
にに
なな
っっ
たた
。。
ユユ
カカ
リリ
はは
実実
名名

かか
どど
うう
かか
。。
住住
所所
もも
年年
令令
だだ
っっ
てて
……
。。 

考考
ええ
てて
見見
るる
とと
彼彼
女女
にに
つつ
いい
てて
何何
もも
解解
っっ
てて
いい
なな
いい
ここ
とと
にに
気気

付付
いい
たた
。。
彼彼
女女
がが
置置
いい
てて
行行
っっ
たた
僅僅
かか
なな
荷荷
物物
がが
なな
けけ
れれ
ばば
店店
にに

いい
たた
ここ
とと
ささ
ええ
曖曖
昧昧
にに
なな
るる
。。 

 

困困
っっ
たた
とと
きき
はは
いい
つつ
でで
もも
戻戻
っっ
てて
おお
いい
でで
とと
私私
はは
呟呟
いい
たた
。。 

他他
人人
のの
気気
持持
ちち
をを
見見
るる
のの
にに
気気
がが
咎咎
めめ
なな
がが
らら
もも
次次
かか
らら
次次
とと

文文
庫庫
本本
をを
手手
にに
取取
っっ
たた
。。
藤藤
沢沢
作作
品品
のの
好好
きき
なな
私私
はは
、、
もも
しし
ユユ
カカ

リリ
がが
戻戻
っっ
たた
らら
作作
品品
のの
事事
をを
語語
りり
合合
いい
たた
いい
とと
心心
がが
弾弾
んん
だだ
。。 

 

私私
はは
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
をを
淹淹
れれ
、、
客客
かか
らら
のの
土土
産産
のの
ババ
ウウ
ムム
クク
ーー
ヘヘ
ンン

をを
ぽぽ
んん
とと
口口
にに
放放
りり
込込
んん
だだ
。。 

高高前前田田 博博子子ささんん 
 

『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』 
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 
雫雫石石町町在在住住。。 

受受講講者者募募集集

ひひととりり親親家家庭庭のの親親等等ののたためめのの 

パパソソココンン講講座座 

県県母母子子寡寡婦婦福福祉祉連連合合会会はは、、配配偶偶者者ののなないい女女子子でで現現にに児児童童をを扶扶養養ししてていいるる者者等等のの

福福祉祉をを増増進進すするるここととをを目目的的ととししてて設設立立さされれたた民民間間のの自自主主団団体体でですす。。 

日日日日時時時時  令令和和 66 年年 77 月月 99 日日（（火火））～～1199 日日（（金金））のの 66日日間間（（1100 時時～～1177 時時）） 

場場場場所所所所  アアスステティィ緑緑がが丘丘２２FF（（イイエエスス・・ネネッットトワワーークク）） 

受受受受講講講講料料料料 無無料料 

申申申申込込込込  66 月月 33 日日（（月月））～～2288 日日（（金金））ままででにに、、岩岩手手県県母母子子寡寡婦婦福福祉祉連連合合会会にに 
電電話話、、FFAAXX でで申申しし込込みみ。。詳詳細細はは母母子子連連合合会会ままでで（（☎☎662233－－88553399））99 時時～～1166 時時 

一一般般社社団団法法人人 岩岩手手県県母母子子寡寡婦婦福福祉祉連連合合会会 
盛岡市本町通 3-19-1 岩手県福祉総合相談センター内
電話：019-623-8539 9；00～16；00



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘 （６）

滝滝
沢沢
在在
住住
のの
小小
坂坂
富富
男男
ささ
んん
のの
写写
真真 

 

「「
渓渓
流流
にに
彩彩
りり
」」
（（
ＣＣ
）） 

撮撮
影影
地地 

奥奥
入入
瀬瀬
渓渓
流流 

新新
緑緑
のの
ここ
のの
時時
期期
、、
奥奥
入入
瀬瀬
渓渓
流流
でで
はは
ツツ
ツツ
ジジ
がが
多多
くく
見見
らら
れれ
まま
すす
。。 

〇〇
〇〇
〇〇
〇〇 

新新鮮鮮なな緑緑とと清清流流にに赤赤いいツツツツジジのの彩彩りりがが引引きき立立ちちまますす。。（（小小坂坂））。。 

神神
写写
真真
（（

1177
））

丘丘

のの
上上
のの

連連
載載 

第第２２回回  数数秘秘とと色色 

専門的なセラピーを行っている香田幸子さんが

綴ってくれます。お楽しみに。(編集室)

ここんんににちちはは。。HHeeaarrtt ccoolloorr tthheerraappiisstt のの ffoorrttuunnee（（香香田田幸幸子子））でですす。。 

今今回回はは数数秘秘とと色色彩彩心心理理ににつついいてて書書いいてていいここううとと思思いいまますす。。 

自自分分ららししくく生生ききるるととははどどうういいううこことと？？そそのの自自分分ららししくくががわわかかららなないいとと思思っったた

ここととははなないいででししょょううかか？？ ああななたたはは今今、、ここのの瞬瞬間間をを楽楽ししんんででいいまますすかか？？ 

ああななたたのの生生ままれれ持持っったた ccoolloorr（（カカララーー））をを知知っってて、、そそのの色色のの特特徴徴をを理理解解でできき

れればば、、ああななたたららししささをを簡簡単単にに知知っってていいたただだくくここととががででききまますす。。自自分分をを知知るるとといい

ううここととをを、、色色とといいうう慣慣れれ親親ししんんだだツツーールルをを使使ううここととでで、、自自分分をを変変にに否否定定すするるここ

ととががななくくななりり、、自自分分ららししささをを受受けけ入入れれらられれるるここととががででききるるよよううににななっってていいききまま

すす。。「「HHeeaarrtt ccoolloorr tthheerraappyy（（ハハーートト・・カカララーー・・セセララピピーー））」」でではは、、11〜〜99のの数数字字

とと 1111 とと 2222 のの合合わわせせてて 1111 個個のの数数字字とと ccoolloorr でで見見てていいききまますす。。1111 個個のの数数字字ににはは、、

色色彩彩心心理理学学、、チチャャククララのの色色、、色色のの波波動動ななどどあありりととああららゆゆるる観観点点かかららぴぴっったたりりのの

色色をを導導きき出出ししてていいまますす。。数数字字だだけけでではは意意味味ががわわかかりりまませせんんがが、、色色はは全全ててのの人人がが

生生ままれれななががららににししてて、、そそのの波波動動をを感感じじ取取っってていいまますす。。でですすかからら、、数数字字だだけけでではは

捉捉ええらられれなないい部部分分ややわわかかりりづづららいい部部分分もも色色をを通通ししてて多多くくのの人人がが一一目目瞭瞭然然にに解解釈釈

すするるここととがが可可能能ににななりりまますす。。 

色色とと数数字字のの組組みみ合合わわせせはは、、ああななたたのの深深いい部部分分をを教教ええててくくれれるるででししょょうう。。 

自自分分のの色色をを知知るるここととでで、、色色かかららののエエネネルルギギーーををももららいい、、自自己己肯肯定定感感をを高高めめるる

ここととががででききまますす。。ああななたたがが自自己己肯肯定定感感をを高高めめ、、自自分分ららししくく人人生生をを送送れれるる時時、、本本

当当にに求求めめるる幸幸せせなな生生きき方方ががででききるるよよううににななっってていいくくででししょょうう。。 

フフォォーーチチュューーンン((ffoorrttuunnee)) 

ハハーートト・・カカララーー・・セセララピピーー 
メメーールル ssaacccchhii..lloovvee..ggaacckktt@@ggmmaaiill..ccoomm 

 
インクアートの作品      香田幸子（Ｃ）

連連載載 数数字字のの不不思思議議 
編集室 便り

ココ
ンン
ビビ
ニニ
なな
どど
でで
販販
売売
ささ
れれ
てて
いい
るる
ギギ
フフ
トト
カカ
ーー
ドド
等等
のの
ププ
リリ

ペペ
イイ
ドド
カカ
ーー
ドド
をを
購購
入入
ささ
せせ
るる
タタ
イイ
ププ
のの
特特
殊殊
詐詐
欺欺
にに
つつ
いい
てて
はは
、、

各各
警警
察察
署署
がが
注注
意意
をを
呼呼
びび
掛掛
けけ
てて
いい
まま
すす
。。 

警警
察察
署署
ササ
イイ
トト
にに
掲掲
載載
ささ
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
のの
でで
、、
下下
記記
にに
おお
知知
らら

せせ
しし
まま
すす
。。（（
編編
集集
室室
）） 

 ・・
電電
話話
・・
メメ
ーー
ルル
なな
どど
でで
「「
有有
料料
ササ
イイ
トト
のの
利利
用用
料料
がが
未未
払払
いい
でで
すす
。。

本本
日日
中中
にに
連連
絡絡
がが
なな
いい
場場
合合
はは
法法
的的
手手
続続
きき
にに
移移
行行
しし
まま
すす
」」
等等
のの

通通
知知
がが
来来
まま
すす
。。 

・・
そそ
のの
通通
知知
にに
記記
載載
ささ
れれ
たた
電電
話話
番番
号号
にに
問問
いい
合合
わわ
せせ
をを
しし
たた
被被
害害

者者
にに
対対
しし
てて
相相
手手
はは
「「
ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
〇〇
〇〇
ギギ
フフ
トト
カカ
ーー
ドド
をを
購購
入入
しし

てて
下下
ささ
いい
。。」」
とと
指指
示示
しし
まま
すす
。。 

・・
そそ
れれ
にに
応応
じじ
てて
指指
示示
通通
りり
カカ
ーー
ドド
をを
購購
入入
しし
たた
被被
害害
者者
にに
対対
しし

てて
、、
買買
っっ
たた
カカ
ーー
ドド
のの
裏裏
面面
番番
号号
（（
1100
数数
桁桁
のの
英英
数数
字字
等等
））
をを
電電

話話
等等
でで
読読
みみ
上上
げげ
るる
よよ
うう
指指
示示
しし
まま
すす
。。
ああ
るる
いい
はは
、、
カカ
ーー
ドド
のの
裏裏

面面
をを
撮撮
影影
しし
たた
画画
像像
をを
メメ
ーー
ルル
でで
送送
信信
ささ
せせ
たた
りり
、、
フフ
ァァ
ッッ
クク
スス
でで

カカ
ーー
ドド
のの
裏裏
面面
をを
送送
信信
ささ
せせ
るる
場場
合合
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

ここ
れれ
らら
にに
応応
じじ
るる
とと
額額
面面
のの
金金
額額
をを
だだ
まま
しし
取取
らら
れれ
まま
すす
。。 

相相
手手
にに
カカ
ーー
ドド
のの
番番
号号
をを
教教
ええ
るる
とと
、、
ここ
ちち
らら
がが
カカ
ーー
ドド
をを
持持
っっ

てて
いい
てて
もも
、、
相相
手手
がが
カカ
ーー
ドド
のの
金金
額額
をを
自自
由由
にに
使使
うう
ここ
とと
がが
でで
きき
るる

よよ
うう
にに
なな
りり
まま
すす
。。
カカ
ーー
ドド
をを
買買
っっ
てて
カカ
ーー
ドド
番番
号号
をを
教教
ええ
るる
ここ
とと

はは
、、
相相
手手
にに
カカ
ーー
ドド
のの
金金
額額
をを
渡渡
すす
ここ
とと
とと
同同
じじ
でで
すす
のの
でで
注注
意意
しし

まま
しし
ょょ
うう
。。 

家家
族族
やや
友友
人人
、、
職職
場場
のの
同同
僚僚
がが
ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
多多
額額
のの
ププ
リリ
ペペ
イイ
ドド

カカ
ーー
ドド
をを
購購
入入
しし
てて
いい
たた
らら
、、
詐詐
欺欺
のの
被被
害害
にに
遭遭
っっ
てて
いい
るる
かか
もも
しし

れれ
まま
せせ
んん
。。 

少少
しし
でで
もも
おお
かか
しし
いい
とと
感感
じじ
たた
とと
きき
はは
、、
相相
手手
にに
カカ
ーー
ドド
番番
号号
をを

伝伝
ええ
るる
前前
にに
、、
最最
寄寄
りり
のの
警警
察察
署署
にに
ごご
相相
談談
くく
だだ
ささ
いい
。。 

カカーードド 

〇〇〇〇万万円円分分をを 

架架架架空空空空請請請請求求求求詐詐詐詐欺欺欺欺にににに  
ごごごご注注注注意意意意をををを！！！！  

 

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に
使いたいですよね。上田の「柿沢電器」
さんのご協力により掲載します。

一一
日日
当当
たた
りり
のの
除除
湿湿
能能
力力
はは
おお
よよ
そそ

11
22
..
55

リリ
ッッ
トト
ルル
とと

一一
般般
的的
なな
おお
宅宅
でで
ああ
れれ
ばば
、、
湿湿
気気
ああ
るる
いい
はは
結結
露露
対対
策策
とと
しし

てて
十十
分分
なな
ササ
イイ
ズズ
感感
でで
すす
。。 

いい
いい
ネネ
とと
思思
うう
のの
はは
連連
続続
排排
水水
がが
でで
きき
るる
ここ
とと
でで
すす
。。 

連連
続続
排排
水水
とと
はは
最最
近近
流流
行行
りり
のの
機機
能能
でで
、、
本本
体体
にに
市市
販販
のの

内内
径径
1155
㎜㎜
のの
ホホ
ーー
スス
をを
つつ
なな
ぎぎ
、、
ここ
ここ
かか
らら
除除
湿湿
でで
生生
じじ
るる

水水
をを
常常
時時
排排
水水
すす
るる
もも
のの
でで
すす
。。 

ここ
れれ
にに
よよ
っっ
てて
タタ
ンン
クク
にに
溜溜
まま
るる
水水
をを
気気
にに
せせ
ずず
長長
時時
間間

使使
用用
がが
出出
来来
まま
すす
。。 

ホホ
ーー
スス
のの
先先
をを
どど
ここ
にに
伸伸
ばば
しし
てて
排排
水水
すす
るる
かか
にに
もも
よよ
りり

まま
すす
がが
、、
用用
途途
がが
広広
がが
るる
のの
でで
ああ
るる
とと
便便
利利
でで
すす
ねね
。。 

 

もも
ちち
ろろ
んん
部部
屋屋
干干
しし
のの
おお
役役
立立
ちち
機機
能能
もも
充充
実実
でで
すす

がが
、、
基基
本本
的的
にに
おお
まま
かか
せせ
でで
ＯＯ
ＫＫ
。。 

セセ
ンン
ササ
ーー
がが
洗洗
濯濯
物物
のの
乾乾
きき
具具
合合
やや
量量
をを
判判
断断
しし
てて
効効

率率
よよ
くく
素素
早早
くく
乾乾
かか
しし
、、
乾乾
きき
終終
わわ
っっ
たた
らら
自自
動動
でで
止止
まま

りり
まま
すす
。。
ナナ
ノノ
イイ
ーー
ＸＸ((

4488
兆兆))

もも
搭搭
載載
しし
てて
いい
るる
のの
でで
、、

部部
屋屋
干干
しし
臭臭
のの
抑抑
制制
やや
原原
因因
菌菌
のの
除除
菌菌
なな
どど
ニニ
オオ
イイ
対対
策策

もも
ババ
ッッ
チチ
リリ
でで
すす
。。 

まま
たた
明明
日日
もも
ゼゼ
ッッ
タタ
イイ
着着
たた
いい
！！
泥泥
んん
ここ
のの
運運
動動
着着
やや

連連
勝勝
をを
めめ
ざざ
すす
勝勝
負負
服服
なな
どど
のの
おお
洗洗
濯濯
はは
、、
もも
うう
悩悩
まま
なな

くく
てて
もも
大大
丈丈
夫夫
。。
ここ
んん
なな
心心
強強
いい
助助
っっ
人人
登登
場場
でで
、、
雨雨
のの

日日
だだ
っっ
てて
思思
いい
っっ
きき
りり
おお
洗洗
濯濯
全全
開開
でで
すす
！！ 

 

ムム
シシ
っっ
とと
暑暑
ささ
をを
感感
じじ
るる
季季
節節
がが
・・
・・
・・ 

部部
屋屋
のの
湿湿
度度
がが
最最
適適
とと
言言
わわ
れれ
るる
4400
％％
～～

6600
％％
だだ
っっ
たた
とと
しし
てて
もも
、、
掃掃
除除
やや
洗洗
濯濯
とと
ああ
れれ

ここ
れれ
体体
をを
動動
かか
しし
てて
いい
るる
とと
、、
ムム
シシ
っっ
とと
暑暑
ささ
をを

感感
じじ
るる
ここ
とと
がが
増増
ええ
てて
きき
まま
しし
たた
。。 

初初
夏夏
なな
らら
窓窓
をを
開開
けけ
れれ
ばば
爽爽
やや
かか
なな
外外
気気
がが

部部
屋屋
をを
通通
りり
抜抜
けけ
てて
くく
れれ
まま
すす
がが
、、
梅梅
雨雨
どど
きき
はは

そそ
うう
もも
いい
きき
まま
せせ
んん
。。 

外外
のの
湿湿
度度
はは
おお
おお
よよ
そそ
8800
％％
超超
ええ
！！ 

窓窓
をを
開開
けけ
れれ
ばば
ジジ
トト
ジジ
トト
しし
たた
湿湿
気気
がが
部部
屋屋

にに
入入
りり
ここ
みみ
、、
おお
っっ
とと
いい
けけ
なな
いい
とと
窓窓
をを
閉閉
めめ
れれ

ばば
ささ
らら
にに
ムム
シシ
ムム
シシ
とと
、、
おお
決決
まま
りり
とと
はは
いい
ええ
、、

ここ
のの
時時
期期
げげ
んん
なな
りり
しし
まま
すす
。。 

ここ
んん
なな
時時
クク
ーー
ララ
ーー
がが
ああ
るる
おお
部部
屋屋
なな
らら
、、
冷冷

房房
やや
除除
湿湿
運運
転転
をを
利利
用用
しし
てて
カカ
ララ
ッッ
とと
湿湿
度度
をを 

人人
にに
はは
見見
せせ
らら
れれ
なな
いい
場場
所所
？？ 

下下
げげ
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
まま
すす
がが
、、
なな
かか
にに
はは
クク
ーー
ララ

ーー
のの
恩恩
恵恵
がが
届届
かか
なな
いい
場場
所所
もも
…… 

しし
まま
いい
っっ
ぱぱ
なな
しし
のの
開開
かか
ずず
のの
納納
戸戸
やや
クク
ロロ
ーー

ゼゼ
ッッ
トト
、、
乾乾
きき
にに
くく
いい
洗洗
濯濯
物物
のの
部部
屋屋
干干
しし
夜夜
干干

しし
集集
中中
エエ
リリ
アア
！！
ささ
らら
にに
浴浴
室室
・・
脱脱
衣衣
所所
なな
どど
のの

水水
まま
わわ
りり
やや
玄玄
関関
やや
下下
駄駄
箱箱
まま
わわ
りり
なな
どど
なな
どど
、、

湿湿
気気
がが
ここ
もも
るる
だだ
けけ
でで
なな
くく
気気
温温
上上
昇昇
とと
とと
もも
にに

ニニ
オオ
イイ
のの
発発
生生
源源
にに
なな
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

ここ
うう
言言
っっ
ちち
ゃゃ
なな
んん
でで
すす
がが
、、
人人
にに
はは
見見
せせ
らら

れれ
なな
～～
いい
そそ
んん
なな
場場
所所
がが
、、
誰誰
にに
でで
もも
一一
つつ
やや
二二

つつ
ああ
るる
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

そそ
ここ
でで
もも
うう
一一
つつ
のの
選選
択択
肢肢
がが
『『
除除
湿湿
器器
』』
でで

すす
。。
部部
屋屋
干干
しし
派派
がが
メメ
イイ
ンン
でで
使使
うう
ここ
とと
かか
らら
、、

最最
近近
はは
『『
衣衣
類類
乾乾
燥燥
除除
湿湿
器器
』』
とと
呼呼
ぶぶ
ここ
とと
がが
増増 

『『
衣衣
類類
乾乾
燥燥
除除
湿湿
器器
』』
のの
活活
躍躍 

ええ
まま
しし
たた
。。 

特特
にに
梅梅
雨雨
はは
大大
活活
躍躍
でで
、、
必必
要要
なな
場場
所所
にに
置置
いい
てて

電電
源源
をを
入入
れれ
るる
とと
除除
湿湿
がが
始始
まま
りり
、、
タタ
ンン
クク
にに
水水
がが

溜溜
まま
っっ
たた
らら
自自
動動
でで
スス
トト
ッッ
ププ
しし
まま
すす
。。 

ああ
とと
はは
タタ
ンン
クク
をを
取取
りり
出出
しし
排排
水水
すす
るる
だだ
けけ
のの

手手
軽軽
ささ
でで
、、
年年
がが
らら
年年
中中
使使
ええ
まま
すす
。。 

ここ
のの
５５
月月
にに
新新
登登
場場
しし
たた
エエ
ココ
・・
ハハ
イイ
ブブ
リリ
ッッ
ドド

方方
式式
のの
『『
衣衣
類類
乾乾
燥燥
除除
湿湿
器器
／／
パパ
ナナ
ソソ
ニニ
ッッ
クク
』』
はは
、、

ここ
れれ
まま
でで
人人
気気
のの
ハハ
イイ
ブブ
リリ
ッッ
ドド
方方
式式
がが
ささ
らら
にに

進進
化化
しし
たた
次次
世世
代代
型型
モモ
デデ
ルル
でで
すす
。。 

季季
節節
をを
問問
わわ
ずず
安安
定定
しし
たた
性性
能能
でで
使使
うう
ここ
とと
がが

でで
きき
、、
従従
来来
のの
約約
三三
分分
のの
一一
まま
でで
消消
費費
電電
力力
をを
減減
らら

しし
てて
地地
球球
にに
もも
おお
財財
布布
にに
もも
かか
なな
りり
優優
しし
いい
考考
ええ

らら
れれ
たた
設設
計計
でで
すす
。。 

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第第８８１１回回  

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん

上田で電器店を経営され、家電の
体験教室も開催されています。

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

換換気気ももイイイイけけどど除除湿湿ももネネ！！ 

衣衣類類乾乾燥燥除除湿湿機機 

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売スタ
イル。西松園店・高松４丁目店・松園南口店でファミリーマート
を経営されている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。

コンビニ日誌
連載

女性店長の

第 50 話 ビックリ！

五
月
某
日

曇
り
時
々
晴
れ
。
今
年
も
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
に
居
る
と
、
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
こ
と
に
出
会
い
ま
す
。

同
級
生
が
ひ
ょ
っ
こ
り
と
店
に
お
見
え
に
な
っ
て
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
懐
か
し
い
で
す
ね
。
つ
い
最
近
、
ワ
タ
ク
シ
の
子
ど
も
時
代
の

知
り
合
い
の
方
が
来
店
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
緑
が
丘
し
ん
ぶ
ん
」
で
写

真
を
見
て
く
れ
て
い
て
、
「
子
ど
も
の
頃
と
変
わ
っ
て
い
な
く
て
、
す
ぐ
に
分

か
り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
る
特
殊
詐
欺

の
被
害
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
店
で
も
、
数
万
円
の
高
額
カ
ー
ド
を

求
め
る
お
客
様
が
お
り
ま
し
た
。
相
手
が
有
名
企
業
を
名
乗
っ
て
き
た
こ
と
で

お
客
様
は
す
っ
か
り
信
じ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し

て
被
害
に
遭
わ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

当
店
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
高
額
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
等
を
購
入
さ
れ
る
お
客
様

に
は
お
声
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
も
張
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

阿部 店長 さん

パイン フラッペ
新発売！！

丘 「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売スタ
イル。西松園店・高松４丁目店・松園南口店でファミリーマート
を経営されている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。

コンビニ日誌
連載

女性店長の

第 50 話 ビックリ！

五
月
某
日

曇
り
時
々
晴
れ
。
今
年
も
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
に
居
る
と
、
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
こ
と
に
出
会
い
ま
す
。

同
級
生
が
ひ
ょ
っ
こ
り
と
店
に
お
見
え
に
な
っ
て
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
懐
か
し
い
で
す
ね
。
つ
い
最
近
、
ワ
タ
ク
シ
の
子
ど
も
時
代
の

知
り
合
い
の
方
が
来
店
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
緑
が
丘
し
ん
ぶ
ん
」
で
写

真
を
見
て
く
れ
て
い
て
、
「
子
ど
も
の
頃
と
変
わ
っ
て
い
な
く
て
、
す
ぐ
に
分

か
り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
る
特
殊
詐
欺

の
被
害
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
店
で
も
、
数
万
円
の
高
額
カ
ー
ド
を

求
め
る
お
客
様
が
お
り
ま
し
た
。
相
手
が
有
名
企
業
を
名
乗
っ
て
き
た
こ
と
で

お
客
様
は
す
っ
か
り
信
じ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し

て
被
害
に
遭
わ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

当
店
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
高
額
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
等
を
購
入
さ
れ
る
お
客
様

に
は
お
声
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
も
張
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

阿部 店長 さん

パイン フラッペ
新発売！！

ポポケケモモンンとと楽楽ししくくリリララッッククスス！！  



第第
２２
回回 

 

省省
略略
がが
大大
事事 

 

紙紙
とと
ペペ
ンン
ささ
ええ
ああ
れれ
ばば
始始
めめ
らら
れれ
るる
のの
がが
、、
短短
歌歌
やや
俳俳

句句
でで
すす
。。 

どど
ちち
らら
もも
代代
表表
的的
なな
日日
本本
文文
化化
のの
定定
型型
詩詩
でで
すす
。。 

定定
型型
詩詩
とと
いい
うう
のの
はは
、、
厳厳
密密
にに
文文
字字
数数
のの
決決
まま
っっ
てて
いい

るる
詩詩
でで
すす
。。
感感
じじ
たた
ここ
とと
、、
見見
たた
ここ
とと
をを
表表
すす
ここ
とと
がが
共共

通通
しし
てて
いい
るる
たた
めめ
違違
いい
がが
判判
りり
にに
くく
いい
でで
すす
がが
、、
音音
数数
とと

季季
語語
がが
ああ
るる
かか
どど
うう
かか
でで
異異
なな
っっ
てて
きき
まま
すす
。。 

短短
歌歌
はは
五五
七七
五五
七七
七七
のの
三三
十十
一一
音音
でで
すす
がが
、、
俳俳
句句
はは
五五

七七
五五
のの
十十
七七
音音
でで
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
季季
語語
のの
入入
るる
のの
がが
俳俳
句句

でで
すす
。。   

俳俳
句句
はは
世世
界界
でで
一一
番番
短短
いい
詩詩
でで
すす
。。
そそ
のの
たた
めめ
言言
葉葉
のの

省省
略略
がが
必必
要要
とと
ささ
れれ
、、
ハハ
ーー
ドド
ルル
がが
高高
いい
とと
思思
わわ
れれ
そそ
うう

でで
すす
がが
、、
季季
語語
をを
効効
果果
的的
にに
使使
うう
ここ
とと
でで
十十
七七
音音
のの
文文
字字

数数
以以
上上
のの
イイ
メメ
ーー
ジジ
をを
込込
めめ
てて
表表
現現
すす
るる
ここ
とと
がが
出出
来来

まま
すす
。。 

ここ
ここ
でで
、、「「
草草
笛笛
七七
十十
周周
年年
合合
同同
句句
集集
」」
よよ
りり
三三
句句
をを

紹紹
介介
しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

大大
根根
のの
花花
まま
ごご
ここ
ろろ
もも
ここ
んん
なな
色色 

     

大大
畑畑
善善
昭昭 

（（
花花
のの
素素
朴朴
ささ
とと
真真
心心
がが
響響
きき
合合
っっ
てて
いい
まま
すす
。。）） 

鯉鯉
幟幟
仔仔
牛牛
のの
分分
もも
揚揚
げげ
にに
けけ
りり   

    

野野
乃乃
かか
ささ
ねね 

（（
季季
語語
のの
鯉鯉
幟幟
がが
無無
事事
にに
育育
てて
とと
エエ
ーー
ルル
。。）） 

丹丹
念念
にに
ひひ
かか
りり
をを
まま
ぶぶ
しし
梅梅
をを
干干
すす    

斎斎
藤藤
淳淳
子子 

（（
丁丁
寧寧
なな
暮暮
らら
しし
ぶぶ
りり
がが
伺伺
ええ
まま
すす
。。）） 

 

ここ
のの
よよ
うう
にに
俳俳
句句
はは
日日
常常
のの
中中
でで
いい
くく
つつ
もも
生生
まま
れれ

まま
すす
。。
次次
回回
はは
歳歳
時時
記記
にに
つつ
いい
てて
書書
きき
まま
すす
。。 

四四
戸戸
美美
佐佐
子子
（（
草草
笛笛
俳俳
句句
会会
）） 

俳俳句句をを作作るるたためめののココララムムをを四四戸戸ささんんにに 

綴綴っってていいたただだききまますす。。（（編編集集室室））。。 

少年の雲    H.N（Ｃ）

俳俳
句句
レレ
デデ
ィィ 

俳俳
句句
ボボ
ーー
イイ 

 

めめ
ざざ
しし
てて 

 

 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （7）

「「葆葆光光（（ほほううここうう））」」ととはは、、「「ほほののかかにに内内にに秘秘めめたた光光」」ののこことと。。

漆漆器器のの艶艶ののよよううなな奥奥ゆゆかかししいい光光でですす。。 

（（株株））松松沢沢漆漆工工房房のの松松沢沢社社長長ささんんににおお願願いいししてて、、漆漆のの「「葆葆光光」」

ををエエッッセセーーににししてて発発信信ししまますす（（編編集集室室））。。 

大大
船船
渡渡
市市
出出
身身
のの
今今
野野
風風
花花
ささ
んん
はは
、、
仙仙
台台
のの

大大
学学
でで
漆漆
芸芸
をを
学学
びび
、、
ささ
らら
にに
技技
術術
をを
高高
めめ
るる
たた

めめ
にに
昨昨
年年
４４
月月
にに
輪輪
島島
市市
にに
移移
住住
しし
、、
石石
川川
県県
立立

輪輪
島島
漆漆
芸芸
技技
術術
研研
修修
所所
のの
研研
修修
生生
とと
しし
てて
技技
術術

のの
研研
鑽鑽
にに
努努
めめ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

しし
かか
しし
、、
年年
初初
にに
能能
登登
半半
島島
地地
震震
がが
発発
生生
しし
まま

しし
たた
。。 

今今
野野
ささ
んん
はは
地地
元元
のの
大大
船船
渡渡
にに
帰帰
省省
しし
てて
いい

たた
たた
めめ
無無
事事
でで
しし
たた
がが
、、
住住
んん
でで
いい
たた
アア
パパ
ーー
トト

とと
研研
修修
所所
のの
施施
設設
がが
被被
災災
しし
まま
しし
たた
。。 

研研
修修
所所
がが
再再
開開
ささ
れれ
るる
まま
でで
のの
間間
、、
岩岩
手手
県県
内内

でで
今今
野野
ささ
んん
がが
漆漆
芸芸
技技
術術
のの
習習
得得
とと
仕仕
事事
をを
続続

けけ
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
、、
クク
ララ
ウウ
ドド
フフ
ァァ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ

をを
行行
いい
まま
しし
たた
。。

指指
導導
役役
のの
職職
人人
がが
いい
るる
花花
巻巻
市市
にに
移移
住住
しし
てて

もも
らら
いい
、、
技技
術術
をを
高高
めめ
漆漆
塗塗
りり
のの
仕仕
事事
にに
従従
事事

しし
てて
もも
らら
うう
たた
めめ
のの
資資
金金
提提
供供
をを
呼呼
びび
かか
けけ
たた

とと
ここ
ろろ
、、
幸幸
いい
目目
標標
をを
上上
回回
るる
資資
金金
をを
集集
めめ
るる

ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま

しし
たた
。。 

いい
たた
だだ
いい
たた
ごご
支支
援援
はは
、、
漆漆
工工
製製
作作
にに
必必
要要

なな
道道
具具
、、
引引
越越
しし
費費
用用
、、
交交
通通
費費
なな
どど
にに
活活
用用

ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
くく
予予
定定
でで
すす
。。 

 
第第６６話話 輪輪島島塗塗のの研研修修生生をを支支援援すするる 

今今野野風風花花ささんん 

((株株))松松沢沢漆漆工工房房ささんんののＨＨＰＰ  hhttttppss::////mmaattssuuzzaawwaakkoobboo..ccoomm// 
 

連載

便便りり 
ほ う こ う あ ん

「「沢沢山山のの方方にに支支ええらられれてて
いいるる事事をを実実感感ししままししたた。。   
ここれれかかららもも漆漆芸芸をを続続けけ

てていいくく所所存存でですす！！」」 

ベベルルフフままつつぞぞのの 電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 

夢夢
のの
よよ
うう
なな
購購
買買
スス
タタ
イイ
ルル

「「
無無
料料
おお
買買
いい
物物
ババ
スス
」」
でで
店店
にに
。。 

ササ
ーー
ビビ
スス
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
でで
「「
荷荷
物物
をを
ここ
ここ
まま

でで
配配
達達
しし
てて
」」。。
手手
ぶぶ
らら
でで
無無
料料
ババ
スス
でで
。。

活活動動参参加加ににつついいててはは、、「「盛盛岡岡南南ペペンンギギンンズズ」」ささんん

ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。見見学学ででききまますす。。 

メメーールル  mmoorriiookkaappeenngguuiinnss@@ggmmaaiill..ccoomm 

電電話話  ００８８００－－４４５５１１６６－－６６３３９９４４ 

練練習習時時間間：：平平日日はは 1188::1155～～1199::4455 

          土土曜曜日日はは朝朝のの 66::0000～～77::3300 

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 
第 40 回

HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

市市内内をを中中心心ににししてて、、楽楽ししくく練練習習やや試試合合をを行行っってていいまますす。。 

未未就就学学のの子子かからら小小中中高高生生ままでで、、集集ままっってていいまますすよよ ♪♪ 

ＰＰ

桜桜台台・・岩岩泉泉方方面面  

北北山山方方面面 

山山岸岸方方面面  緑緑がが丘丘方方面面 

三三ツツ割割 旧旧 
県県営営野野球球場場 

松松園園団団地地 ２２４４時時間間営営業業 

盛盛岡岡松松園園南南口口店店 盛岡市東松園１丁目１−１
電話 ６６５－２０５０

優優れれモモノノ家家電電 

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

ちち
ょょ
っっ
とと
うう
れれ
しし
いい
心心
遣遣
いい
がが
電電
源源
ココ
ーー
ドド
のの

長長
ささ
でで
、、
パパ
ナナ
ソソ
ニニ
ッッ
クク
のの
衣衣
類類
乾乾
燥燥
除除
湿湿
器器
はは

全全
機機
種種
共共
通通
でで
約約
22..11
ｍｍ
ああ
りり
まま
すす
。。 

ココ
ンン
セセ
ンン
トト
がが
すす
ぐぐ
近近
くく
にに
なな
いい
よよ
うう
なな
場場
所所

でで
使使
いい
たた
いい
時時
でで
もも
、、
余余
裕裕
をを
もも
っっ
てて
設設
置置
でで
きき

るる
とと
ここ
ろろ
がが
ポポ
イイ
ンン
トト
高高
いい
とと
思思
いい
まま
すす
よよ
～～ 

NEW 衣類乾燥除湿機

詰詰めめてて干干ししててももししっっかかりり送送風風 

除除湿湿機機のの２２つつののルルーーババーーががススイインンググしし、、 

洗洗濯濯物物とと洗洗濯濯物物のの間間にに風風ををししっっかかりり送送りりまますす 

詳詳ししくくはは、、ここちちららををごご覧覧くくだだささいい。。hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//jjoosshhiittssuu// 

一一年年中中、、毎毎日日使使ううももののだだかからら。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘 （８）

今今
号号
かか
らら
、、
ここ
のの
新新
聞聞
のの
発発
行行
法法
人人
がが
変変
更更
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

ここ
れれ
まま
でで
支支
ええ
てて
来来
たた
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
とと
はは
別別
のの
法法
人人
「「
うう
るる
わわ
しし
言言
のの
葉葉 

企企
業業
組組
合合
」」

とと
なな
りり
まま
すす
。。 

緑緑
がが
丘丘
地地
区区
等等
のの
地地
域域
をを
一一
層層
、、
盛盛
りり
上上
げげ
るる
たた
めめ
にに
、、
今今
後後
もも
、、
地地
域域
のの
皆皆
ささ
んん
のの
ごご

活活
躍躍
、、
地地
域域
店店
舗舗
のの
紹紹
介介
なな
どど
をを
記記
事事
にに
しし
まま
すす
。。 

地地
域域
にに
眠眠
っっ
てて
いい
るる
話話
題題
をを
知知
るる
ここ
とと
はは
地地
域域
のの
方方
々々
にに
潤潤
いい
とと
喜喜
びび
をを
与与
ええ
るる
、、
とと
いい

うう
想想
いい
かか
らら
、、
緑緑
がが
丘丘
地地
区区
等等
のの
地地
域域
情情
報報
紙紙
とと
しし
てて
引引
きき
続続
きき
行行
動動
しし
まま
すす
。。 

微微
力力
でで
はは
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
緑緑
がが
丘丘
地地
区区
等等
のの
更更
なな
るる
発発
展展
のの
一一
助助
とと
なな
れれ
るる
よよ
うう
、、
発発
行行

継継
続続
にに
努努
力力
いい
たた
しし
まま
すす
のの
でで
、、
今今
後後
とと
もも
、、
ごご
愛愛
顧顧
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
よよ
うう
、、
おお
願願
いい
申申
しし

上上
げげ
まま
すす
。。 

貴貴
方方
のの
店店
のの
「「
光光
」」
をを
ここ
のの
紙紙
面面
でで
「「
発発
光光
」」
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

広広
告告
・・
寄寄
付付
をを
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」
編編
集集
室室
一一
同同 

「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」 

継継
続続
発発
行行
のの
ごご
ああ
いい
ささ
つつ 

今今
どど
きき
のの

「「
学学
びび
」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

第第
3366
回回 

「「
家家
にに
着着
くく
まま
でで
がが
遠遠
足足
」」 

最最
近近
、、
通通
勤勤
途途
中中
でで
子子
どど
もも
たた
ちち
のの
集集
団団
をを
目目
にに
しし
まま
すす
。。
修修
学学

旅旅
行行
やや
社社
会会
科科
見見
学学
、、
職職
場場
体体
験験
やや
野野
外外
活活
動動
なな
どど
呼呼
びび
方方
はは
違違
うう

もも
のの
のの
、、
郊郊
外外
学学
習習
のの
一一
環環
なな
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。
机机
上上
のの
学学
習習
とと
はは
異異

なな
りり
、、
郊郊
外外
学学
習習
はは
生生
きき
たた
教教
材材
でで
すす
。。
そそ
のの
場場
所所
やや
建建
物物
のの
歴歴
史史

やや
背背
景景
、、
関関
わわ
るる
人人
たた
ちち
のの
息息
づづ
かか
いい
なな
どど
、、
生生
きき
たた
教教
材材
かか
らら
何何

をを
感感
じじ
、、
何何
をを
考考
ええ
るる
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
笑笑
顔顔
でで
小小
走走
りり
にに
動動
いい
てて

いい
るる
子子
どど
もも
たた
ちち
にに
、、
つつ
いい
期期
待待
しし
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

そそ
うう
いい
ええ
ばば
私私
もも
進進
学学
のの
たた
めめ
にに
県県
外外
にに
出出
てて
、、
社社
会会
のの
教教
科科
書書

でで
しし
かか
見見
たた
ここ
とと
がが
なな
かか
っっ
たた
四四
日日
市市
ココ
ンン
ビビ
ナナ
ーー
トト
のの
工工
場場
群群

をを
初初
めめ
てて
目目
にに
しし
たた
時時
はは
感感
動動
しし
たた
もも
のの
でで
すす
。。
中中
学学
生生
やや
高高
校校
生生

にに
とと
っっ
てて
、、
ここ
のの
時時
期期
はは
学学
校校
行行
事事
のの
うう
ええ
にに
中中
総総
体体
やや
高高
総総
体体
なな

どど
がが
重重
なな
りり
、、
学学
習習
がが
後後
回回
しし
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
のの
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ

んん
。。
しし
かか
しし
定定
期期
試試
験験
のの
存存
在在
をを
忘忘
れれ
てて
いい
てて
はは
困困
りり
まま
すす
。。 

皆皆
ささ
んん
もも
ごご
存存
じじ
のの
通通
りり
、、
定定
期期
試試
験験
のの
結結
果果
にに
伴伴
うう
「「
評評
定定
」」

はは
高高
校校
入入
試試
でで
もも
大大
学学
入入
試試
でで
もも
少少
なな
かか
らら
ずず
影影
響響
をを
与与
ええ
まま
すす
。。

入入
試試
本本
番番
でで
のの
得得
点点
力力
はは
（（
もも
しし
かか
しし
たた
らら
））
短短
期期
間間
でで
上上
げげ
らら
れれ

るる
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
評評
定定
はは
短短
期期
間間
でで
上上
げげ
らら
れれ
るる
もも
のの
でで
はは

なな
くく
三三
年年
間間
のの
積積
みみ
重重
ねね
にに
よよ
るる
もも
のの
でで
すす
。。
だだ
かか
らら
ここ
そそ
定定
期期
試試

験験
にに
はは
毎毎
回回
、、
真真
摯摯
にに
向向
きき
合合
っっ
てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
いい
けけ
まま
せせ
んん
。。 

まま
たた
定定
期期
試試
験験
はは
「「
学学
校校
のの
授授
業業
がが
理理
解解
でで
きき
てて
いい
るる
かか
どど
うう

かか
、、
つつ
いい
てて
いい
けけ
てて
いい
るる
かか
どど
うう
かか
」」
のの
一一
つつ
のの
ババ
ロロ
メメ
ーー
タタ
でで
もも

ああ
りり
まま
すす
。。
学学
校校
のの
先先
生生
がが
試試
験験
でで
出出
題題
すす
るる
内内
容容
のの
ヒヒ
ンン
トト
をを
与与

ええ
てて
くく
れれ
、、
かか
つつ
出出
題題
範範
囲囲
まま
でで
提提
供供
ささ
れれ
るる
定定
期期
試試
験験
でで
ささ
ええ
高高

得得
点点
がが
取取
れれ
なな
いい
のの
でで
ああ
れれ
ばば
、、
模模
試試
やや
入入
試試
本本
番番
でで
高高
得得
点点
はは
期期

待待
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
そそ
しし
てて
答答
案案
用用
紙紙
返返
却却
後後
のの
解解
きき
直直
しし
をを
行行
っっ
てて

いい
まま
すす
かか
？？ 

模模
試試
にに
比比
べべ
れれ
ばば
学学
校校
のの
先先
生生
のの
ここ
だだ
わわ
りり
がが
詰詰

まま
っっ
たた
問問
題題
がが
出出
題題
ささ
れれ
るる
のの
でで
、、
必必
ずず
しし
もも
良良
問問
ばば
かか
りり
でで
ああ
るる

とと
はは
言言
いい
切切
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
そそ
れれ
でで
もも
間間
違違
ええ
たた
問問
題題
をを
放放
置置
しし
てて

三三
年年
間間
過過
ごご
すす
とと
どど
うう
なな
るる
でで
しし
ょょ
うう
。。「「
出出
来来
なな
いい
問問
題題
」」
もも
三三

年年
間間
分分
積積
みみ
重重
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

ここ
のの
よよ
うう
にに
定定
期期
試試
験験
とと
はは
学学
校校
生生
活活
のの
学学
習習
面面
にに
おお
けけ
るる
調調

子子
のの
ババ
ロロ
メメ
ーー
タタ
でで
ああ
りり
、、
当当
然然
、、
点点
数数
がが
良良
いい
にに
ここ
しし
たた
ここ
とと
はは

ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
そそ
れれ
以以
上上
にに
向向
きき
合合
いい
方方
やや
前前
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
がが

大大
切切
でで
ああ
るる
重重
要要
なな
学学
校校
行行
事事
とと
言言
ええ
るる
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう

かか
。。 小小

学学
生生
のの
時時
、、
遠遠
足足
のの
最最
後後
でで
先先
生生
がが
「「
家家
にに
着着
くく
まま
でで
がが
遠遠
足足

でで
すす
よよ
。。」」
とと
言言
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
言言
葉葉
をを
借借
りり
てて
話話
をを
すす
るる

のの
でで
ああ
れれ
ばば
「「
解解
きき
直直
しし
をを
すす
るる
まま
でで
がが
定定
期期
試試
験験
でで
すす
よよ
。。
」」
とと

なな
りり
まま
すす
。。 

重重
要要
なな
学学
校校
行行
事事
なな
のの
でで
最最
後後
まま
でで
気気
をを
抜抜
くく
ここ
とと
なな
くく
取取
りり

組組
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

（（ 

能能
開開
セセ
ンン
タタ
ーー 

後後
藤藤
隆隆
司司
先先
生生 

）） 

子
ど
も

川
柳

私
が
二
十
年
以
上
前
か
ら
関
わ
っ
て
い
る

川
柳
講
座
に
参
加
し
た
子
ど
も
が
作
っ
た

川
柳
を
紹
介
し
ま
す
。

少
し
紹
介
し
ま
す
。

 

かか
きき
のの
へへ
たた
みみ
たた
らら
頭頭
にに
しし
ゅゅ
りり
けけ
んん
がが

（
小
４

Ｙ
君
）

宇宇
部部
功功
ささ
んん
のの
ププ
ロロ
フフ
ィィ
ーー
ルル 

昭昭
和和
1188
年年､､

岩岩
手手
県県
盛盛
岡岡
市市
生生
まま
れれ
。。
県県

内内
のの
小小
学学
校校
のの
教教
頭頭
・・
校校
長長
をを
務務
めめ
、、
川川
柳柳

にに
関関
すす
るる
講講
演演
会会
もも
行行
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。 

第第
11
回回 

 

川川
柳柳
はは
人人
間間
をを
うう
たた
うう
詩詩 

丘
川川
柳柳
はは
、、「「
下下
品品
」」
をを
嫌嫌
いい
、、「「
上上
品品
」」
好好
きき
でで
すす
。。 

まま
たた
、、
駄駄
洒洒
落落
はは
川川
柳柳
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

川川
柳柳
はは
五五
・・
七七
・・
五五
のの
リリ
ズズ
ムム
でで
人人
間間
をを
うう
たた
うう
詩詩
でで
すす
。。

ふふ
だだ
んん
私私
たた
ちち
がが
思思
っっ
たた
ここ
とと
、、
感感
じじ
たた
ここ
とと
をを
自自
由由
にに
表表
現現

すす
るる
詩詩
でで
すす
。。 

川川
柳柳
でで
はは
、、
ひひ
とと
りり
ひひ
とと
りり
のの
暮暮
らら
しし
やや
いい
のの
ちち
のの
喜喜
びび
、、

楽楽
しし
みみ
、、
悲悲
しし
みみ
、、
怒怒
りり
をを
詠詠
むむ
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。 

五五
・・
七七
・・
五五
ささ
ええ
守守
れれ
ばば
ああ
とと
はは
原原
則則
とと
しし
てて
自自
由由
でで
すす
かか

らら
、、
俳俳
句句
のの
よよ
うう
なな
「「
切切
れれ
字字
」」（（
何何
何何
やや
、、
何何
何何
かか
なな
））、、「「
季季

語語
」」、、「「
文文
語語
表表
現現
」」
にに
とと
らら
わわ
れれ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

面面
白白
いい
たた
とと
ええ
をを
用用
いい
たた
りり
、、
表表
面面
的的
なな
ここ
とと
をを
言言
いい
表表
すす

だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
そそ
のの
奥奥
にに
ああ
るる
もも
のの
（（
真真
実実
））
をを
表表
現現
すす
るる
ここ

とと
にに
よよ
りり
、、
読読
むむ
人人
にに
ユユ
ーー
モモ
アア
やや
風風
刺刺
をを
感感
じじ
ささ
せせ
まま
すす
。。 

川川
柳柳
はは
、、
弱弱
者者
のの
弱弱
みみ
をを
かか
らら
かか
っっ
たた
りり
、、
言言
葉葉
のの
表表
面面
だだ

けけ
のの
語語
呂呂
合合
わわ
せせ
やや
駄駄
洒洒
落落
でで
人人
をを
笑笑
わわ
せせ
るる
もも
のの
でで
はは
ああ

りり
まま
せせ
んん
。。 

川川
柳柳
はは
、、
上上
品品
なな
おお
かか
しし
みみ
やや
温温
かか
みみ
のの
感感
じじ
らら
れれ
るる
とと
ここ

ろろ
にに
本本
当当
のの
値値
打打
ちち
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

 
 
 

（（
宇宇
部部 

功功
）） 

 

川川
ぞぞ
ここ
でで
ゴゴ
ロロ
ゴゴ
ロロ
しし
てて
いい
るる
石石
のの
たた
びび

（
小
３

Ｈ
さ
ん
）

 

父父
ささ
んん
とと
母母
ささ
んん
けけ
んん
かか
部部
屋屋
をを
去去
るる

（
小
６

Ｋ
さ
ん
）

 

休休
みみ
時時
間間
教教
室室
だだ
れれ
もも
いい
なな
くく
なな
るる

（
小
６

Ｆ
君
）

最最
近近
、、「「
願願
いい
をを
叶叶
ええ
るる
秘秘
訣訣
」」
にに
つつ
いい
てて
、、
一一
つつ
のの
意意
見見
をを
読読
みみ
まま
しし
たた
。。 

そそ
のの
意意
見見
にに
よよ
るる
とと
、、「「
不不
安安
・・
心心
配配
なな
意意
識識
かか
らら
離離
れれ
るる
とと
、、
願願
いい
がが
叶叶
うう
」」
とと
ああ
りり
まま
しし
たた
。。 

しし
かか
しし
、、
願願
いい
をを
叶叶
ええ
るる
たた
めめ
にに
はは
「「
行行
動動
すす
るる
だだ
けけ
」」
でで
イイ
イイ
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

そそ
のの
理理
由由
はは
、、
不不
安安
・・
心心
配配
もも
「「
自自
分分
のの
行行
いい
」」
だだ
かか
らら
、、
「「
自自
分分
のの
行行
いい
」」
のの
一一
つつ
でで
ああ
るる
「「
不不

安安
・・
心心
配配
」」
をを
回回
避避
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
とと
、、
「「
自自
分分
のの
行行
いい
」」
そそ
のの
もも
のの
をを
回回
避避
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
てて
しし

まま
うう
かか
らら
、、
とと
思思
うう
のの
でで
すす
。。
不不
安安
・・
心心
配配
をを
「「
そそ
のの
まま
まま
にに
放放
置置
しし
てて
」」
たた
だだ
たた
だだ
、、
願願
いい
をを
叶叶
ええ

るる
たた
めめ
のの
ああ
れれ
ここ
れれ
のの
行行
動動
をを
すす
るる
、、
そそ
れれ
でで
イイ
イイ
。。
行行
動動
すす
るる
とと
きき
のの
ヒヒ
ンン
トト
でで
すす
。。
ごご
参参
考考
まま
でで
。。 

１１ 

ピピ
ンン
とと
来来
るる
ここ
とと 

２２ 

自自
然然
にに
出出
来来
るる
ここ
とと 

３３ 

ドド
ンン
ドド
ンン
身身
にに
付付
いい
てて
行行
くく
ここ
とと 

４４ 

世世
界界
かか
らら
求求
めめ
らら
れれ
るる
ここ
とと 

そそ
のの
たた
めめ
にに
、、
何何
にに
でで
もも
首首
をを
突突
っっ
込込
んん
でで
みみ
るる
。。
そそ
しし
てて
、、
「「
ここ
れれ
だだ
」」
とと
思思
ええ
るる
もも
のの
をを
身身
にに

付付
けけ
てて
みみ
るる
・・
・・
・・
。。
そそ
うう
すす
るる
ここ
とと
がが
、、
天天
職職
にに
出出
会会
うう
秘秘
訣訣
かか
もも
。。 

編編集集後後記記


